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「
積
盃
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

一
、
は
じ
め
に

一
一
、
日
田
商
業
と
広
瀬
家

三
、
「
積
書
」
の
構
成
と
そ
の
変
化

四
、
「
積
書
」
の
特
徴

対
関
係
に
立
ち
、

目

「
積
書
」

ま

じ

め

こ

よ

り

見

た

広

瀬

家

の

経

営

五
、
「
積
害
」
に
よ
る
経
営
分
析

六
、
広
瀬
家
の
経
営
の
性
格

七
、
お
わ
り
に

十
八
世
紀
以
降
の
九
州
に
お
け
る
商
品
流
通
構
造
は
、
天
明
・
寛
政
期
に
薯
る
し
い
変
化
を
見
せ
る
。
十
七
世
紀
以
降
、
城
下
町
商
人

が
領
主
的
商
品
生
産
の
発
展
を
背
景
と
し
て
商
品
流
通
を
支
配
し
て
い
た
か
、
十
八
世
紀
半
よ
り
の
農
民
的
商
晶
生
産
の
急
速
な
展
開
に

よ
っ
て
、
農
村
尚
人
が
そ
の
流
通
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
城
下
町
商
人
の
衰
退
が
顕
著
に
な
っ
て
来
た
。
新
興
の
農
村
商
人
た
ち
の

多
く
は
村
役
人
で
あ
り
、
質
地
地
主
で
あ
り
、
そ
し
て
高
利
貸
で
あ
っ
て
、
十
八
世
紀
半
ま
で
は
城
下
町
問
屋
商
人
の
仲
買
的
商
人
で
領

主
的
商
品
流
通
の
末
端
を
担
う
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
が
今
や
、
彼
等
は
農
民
的
商
品
生
産
の
発
展
を
基
礎
と
し
て
城
下
町
商
人
と
敵

や
が
て
城
下
町
商
人
の
支
配
を
排
除
し
て
流
通
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次

野

口

喜

久

雄
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(
1
)

（

2
)
 

い
わ
ゆ
る
八
日
田
金
＞
が
世
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
竹
越
与
三
郎
氏
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
戦
前
に
遠
藤
正
男
氏
の
古
典
的
名
著
が
出
、
戦

(
3
)
 

後
に
篠
藤
光
行
氏
の
手
島
家
に
つ
い
て
の
経
営
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
と
く
に
遠
藤
氏
の
八
日
田
金
＞
の
商
業
・
高
利
貸
資
本
と
し
て
の

性
格
規
定
は
、
今
日
通
説
と
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
か
っ
て
、
筆
者
は
先
学
の
額
尾
に
附
し
て
日
田
隈
町
の
◎
印
森
家
（
鍋
屋
）
の
経

(
4
)
 

営
の
考
察
を
通
じ
て
、
日
田
商
業
の
実
態
と
八
日
田
金
＞
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
そ
の
中
で
遠
藤
氏
に
お
い
て
不
充
分
で

あ
っ
た
八
日
田
金
＞
の
歴
史
的
考
察
を
補
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
再
び
八
日
田
金
＞
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
広
瀬
家
の
経
営

に
つ
い
て
報
告
せ
ん
と
思
う
の
で
あ
る
。

広
瀬
家
の
史
料
は
そ
の
殆
ん
ど
が
八
日
田
金
＞
と
し
て
活
躍
し
た
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
十
八
担
紀
の
経
営
を

示
す
史
料
は
皆
無
に
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
十
八
世
紀
の
広
瀬
家
の
経
営
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
本
稿
は
文
化
―
一
(
-
八
一
四
）

(
5
)
 

年
か
ら
明
治
期
に
至
る
間
の
「
積
害
」
（
店
卸
帳
）
に
よ
っ
て
広
類
家
の
経
買
を
概
観
す
る
。
「
積
書
」
は
距
年
正
月
二
日
の
資
産
の
記

録
で
あ
っ
て
取
引
の
記
録
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
積
書
」
に
よ
っ
て
は
年
間
を
通
じ
て
の
経
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
福
板
等
の
経
営
帳
簿
類
が
一
切
残
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
経
営
の
総
体
を
見
る
た
め
に
は
「
積
書
」
に
依

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
積
書
」
に
よ
る
経
営
の
考
察
は
決
し
て
充
分
な
る
も
の
と
云
え
な
い
が
、
「
積
書
」
は
経
営
の
一
表
現

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
営
の
一
応
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
し
、
広
瀬
家
の
経
営
分
析
の
上
で
そ
れ
な
り
に
充
分
意
味

の
あ
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
の
「
積
書
」
か
ら
の
引
用
は
必
要
な
場
合
を
除
い
て
は
註
記
し
な
か
っ
た
。

ら
、
い
わ
ゆ
る
八
日
田
金
＞
と
し
て
転
身
を
と
げ
る
の
で
あ
る
。

を
担
う
農
村
商
人
的
経
営
に
転
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
顛
家
の
経
営

十
七
世
紀
後
半
以
来
、
九
州
で
の
商
品
流
通
の
―
つ
の
大
き
な
要
を
な
し
て
来
た
日
田
に
つ
い
て
云
え
ば
、
十
八
世
紀
前
半
に
非
常
な

発
達
を
と
げ
た
上
方
と
の
仲
介
商
業
|
ー
—
こ
れ
こ
そ
日
田
商
人
た
ち
の
存
在
の
基
盤
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
ー
が
天
明
・
寛

政
期
を
境
に
し
て
急
速
に
衰
退
し
て
、

日
田
商
人
た
ち
の
多
く
は
あ
る
い
は
没
落
し
、
あ
る
い
は
こ
く
限
ら
れ
た
周
辺
地
域
の
商
品
流
通

そ
の
中
で
日
田
の
特
権
的
大
商
人
た
ち
は
十
九
世
紀
の
二
、
三

0
年
代
か
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註
(
1
)

「
日
本
経
済
史
」
第
五
章

(
2
)

「
近
世
日
本
商
業
資
本
発
達
史
論
」
後
篇
「
日
田
金
の
研
究
」

(
3
)

「
幕
末
に
お
け
る
商
家
経
営
の
推
移
ー
ー
日
田
豪
商
・
手
島
家
の
『
棚
卸
帳
』
分
析
を
中
心
に
」

巻）

(
4
)

「
江
戸
時
代
の
日
田
商
業
と
経
営
」
（
「
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
第
1
号
）
お
よ
ひ
「
日
田
商
人
森
家
の
経
営
」
（
竹
内
理
三
編

「
九
州
史
研
究
」
所
収
）

(
5
)
広
瀬
家
の
経
営
に
関
連
す
る
論
文
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
作
道
洋
太
郎
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
生
螺
会
所
の
経
営
」
（
大

阪
大
学
「
経
済
学
研
究
」
第
一
巻
第
二
号
）
国
「
近
世
に
お
け
る
銀
札
の
性
格
—
対
馬
藩
田
代
領
の
研
究
」
（
同
上
第
二
巻
第
一
号
）
同
「
日

本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
」
第
五
章
、
長
野
逼
「
対
馬
藩
田
代
領
に
お
け
る
飯
会
所
・
生
蠍
会
所
と
日
田
商
人
」
（
九
州
大
学
「
九
州
文
化
史
研

究
所
紀
要
」
第
十
六
号
）
原
田
敏
丸
「
府
内
藩
に
お
け
る
青
筵
専
売
仕
法
」
（
宮
本
編
「
九
州
経
済
史
論
集
」
第
一
巻
）
安
藤
保
「
府
内
藩
青

筵
専
売
制
の
展
閲
」
（
「
社
会
経
済
史
学
」
三
五
巻
一
号
）

日

田

商

業

と

広

瀬

家

「
積
沓
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

（
宮
本
又
次
絹
「
九
州
経
済
史
論
集
」
第
3

日
田
は
豊
後
国
の
西
端
に
位
置
し
、
豆
田
、
展
の
両
田
よ
り
な
る
。
九
州
の
巾
央
部
の
筑
後
川
の
上
流
の
小
盆
地
に
発
達
し
た
さ
さ
や

(
1
)
 

か
な
規
模
の
町
で
、
近
世
初
頭
、
小
領
主
ま
た
は
豊
臣
代
官
の
城
下
と
し
て
成
立
し
た
。
周
辺
農
村
は
畑
勝
ち
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
桔
．

(
2
)
 

紙
・
た
ば
こ
・
苧
・
茶
等
、
貢
租
銀
負
担
の
た
め
の
商
品
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
両
町
も
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
、
総
寵
数
四
四

(
3
)
 

1

一
軒
、
そ
の
う
ち

6
/
7
は
農
家
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
九
州
の
中
央
部
に
あ
っ
て
、
筑
後
川
•
そ
の
支
流
大
山
川
・
山
国
川
で
も
っ
て
筑
前
・
筑
後
・
肥
後
お
よ
び
豊
前
中
洋
に
通

じ
て
い
た
の
で
、
十
七
世
紀
後
半
よ
り
上
方
と
九
州
西
部
と
の
間
の
仲
介
商
業
が
発
達
し
た
。
隈
の
四
印
鍋
屋
（
森
家
）
は
十
八
世
紀
中

頃
、
豊
後
日
田
・
玖
珠
両
郡
お
よ
び
肥
後
小
国
の
山
間
部
農
村
か
ら
措
・
紙
・
た
ば
こ
・
苧
・
茶
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
後
の
平
野
部
農
村
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「
積
害
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

か
ら
米
・
菜
種
子
等
を
集
荷
し
、
そ
れ
ら
を
豊
前
中
津
経
由
で
上
方
・
顛
戸
内
に
販
売
、
返
り
荷
と
し
て
瀬
戸
内
産
の
繰
綿
（
玉
嶋
綿
な

(
4
)

（

5
)
 

ど
）
を
持
返
り
、
肥
・
筑
に
販
売
す
る
と
い
う
仲
介
商
業
を
行
な
っ
て
富
を
蓄
積
し
た
。
豆
田
町
の
〶
丸
屋
（
千
原
家
）
も
「
明
和
八
年

店
卸
覚
」
に
酒
類
・
味
噌
・
醤
油
・
紙
・
桔
．
穀
類
等
の
大
量
の
在
庫
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
醗
造
業
を
営
み
、
か
つ
、
米
・

紙
等
の
上
方
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
の
広
瀬
家
も
同
様
で
あ
っ
た
。

(
6
)
 

「
広
瀬
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
広
瀬
家
の
先
祖
は
黒
田
氏
の
家
士
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
、
時
の
家
督
五
左
衛
門

が
豆
田
町
魚
町
に
移
住
し
た
と
い
う
。
家
号
を
堺
屋
と
称
し
、
の
ち
博
多
屋
と
改
め
た
。
二
代
源
兵
衛
の
時
は
農
作
を
営
み
、
蠍
油
を
製

し
、
諸
産
物
を
上
方
に
登
す
を
家
業
と
し
た
。
三
代
久
兵
衛
は
商
売
の
た
め
に
登
阪
す
る
こ
と
三
十
度
に
及
ん
だ
と
い
う
。
代
官
所
に
出

入
し
、
四
代
平
八
の
助
和
六
年
（
一
七
六
九
）
、
竹
田
・
杵
築
・
府
内
三
藩
の
用
達
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
十
八
世
紹
半
よ
り
農
村
で
の
商
品
生
産
の
発
展
に
よ
り
、
農
村
商
人
が
記
り
、
彼
ら
が
農
村
の
商
品
流
通
を
担
う
よ
う
に
な

っ
て
、
日
田
商
人
の
仲
介
商
業
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
。
前
記
⑤
印
鍋
屋
の
寛
政
期
の
商
業
経
営
は
近
隣
農
村
か
ら
購
入
し
た
紙
•
生

（
一
八
一

0
)

蠣
等
の
上
方
・
下
関
・
豊
前
・
博
多
へ
の
販
売
で
あ
っ
て
、
前
の
時
代
に
仲
介
商
業
の
―
つ
の
柱
を
な
し
て
い
た
繰
綿
の
移
入
が
み
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。
肥
後
・
筑
後
の
商
閲
が
消
滅
し
、
筑
前
と
の
取
引
き
も
博
多
を
除
い
て
は
昔
日
の
面
影
は
な
い
。
寛
政
一

0
(
一
七

九
八
）
年
の
商
業
利
潤
は
総
利
益
の
約
1
/
3
に
す
習
ず
、
資
産
は
以
来
減
少
の
一
途
を
辿
る
。
文
化
ー
文
政
期
は
経
営
の
沈
滞
姐
で
、
文

(
7
)
 

政
初
年
の
資
産
は
最
盛
朗
の
天
明
末
の

1
/
6
で
し
か
な
い
。

0
千
1
1
丸
屋
で
も
同
様
で
、
資
産
は
文
政
八
(
-
八
二
五
）
年
に
最
低
を
示

(
8
)
 

し
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
四
0
％
に
減
少
し
て
い
た
。
こ
の
頃
に
潰
れ
た
商
家
も
多
い
。

当
広
瀬
家
で
も
、
五
代
三
郎
右
衛
門
の
寛
政
年
間
、
「
府
中
に
知
己
の
援
な
く
。
諸
方
の
扶
持
米
も
十
口
に
過
ず
。
家
円
生
口
繁
く
し

て
。
活
計
頗
逼
窒
せ
り
。
故
に
先
考
（
引
用
者
註
ー
一
1

一
郎
右
衛
門
）
心
配
し
玉
ふ
事
大
方
な
ら
ず
。
家
に
在
て
は
。

(
9
)
 

夜
に
麻
て
。
官
府
に
給
仕
し
玉
ふ
。
」
の
状
況
で
あ
っ
た
。
六
代
久
兵
衛
が
家
督
を
相
続
し
た
文
化
七

に
か
け
て
は
、
経
営
の
混
迷
期
で
資
産
も
底
を
つ
い
て
い
た
。

年
か
ら
文
政
年
中

悪
衣
悪
食
し
。

夙
に
起
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天
保
以
降
は
日
田
商
人
の
再
生
期
で
、

の
商
業
経
営
の
行
詰
り
に
対
処
し
て
製
蠍
業
を
創
始
し
た
。
文
化
一

0
（
一
八
一
三
）
年
の
経
営
改
革
に
よ
り
、
農
商
民
へ
の
貸
付
け
と

(10) 

並
ん
で
製
蠍
業
を
経
営
の
中
心
に
据
え
、
弘
化
一
一
(
-
八
四
五
）
年
に
は
総
資
産
を
天
明
年
国
の
水
準
に
ま
で
回
復
せ
し
め
た
。
寛
政
四
(11) 

そ
の
資
産
は
本
家
を
上
回
っ
た
。

（
一
七
九
二
）
年
に

g
印
よ
り
分
か
れ
た
三
印
鍋
屋
は
農
商
民
へ
の
貸
付
け
に
よ
っ
て
富
を
蓄
積
し
、

(12) 

豆
田
町
伊
豫
屋
（
手
嶋
家
）
も
貸
付
け
と
並
ん
で
、
弘
化
以
降
製
蠍
業
を
経
営
し
た
。

(13) 

手
広
く
行
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
広
瀬
家
の
経
営
は
千
原
家
に
類
似
す
る
。

本
稿
で
取
扱
う
広
瀬
家
の
経
営
は
、
久
兵
衛
が
家
督
を
相
続
し
て
後
、
極
悪
の
経
営
状
況
か
ら
脱
し
、
日
田
金
の
代
表
に
ま
で
到
達
し

た
時
代
、
年
代
的
に
い
え
ば
文
化
―
一
(
-
八
一
四
）
年
か
ら
久
兵
衛
没
年
の
明
治
四
(
-
八
七
一
）
年
ま
で
で
あ
る
。

註
(
1
)
森
春
樹
「
盟
西
説
話
坤
」

(
2
)
佐
藤
満
洋
・
野
口
舶
「
豊
後
国
村
明
細
帳
」
国
（
「
大
分
県
地
方
史
料
叢
吾
」
⇔
）

(
3
)

「
天
朋
八
年
隈
町
銘
細
帳
」
（
日
田
市
淡
窓
図
書
館
蔵
）
、
原
田
敏
丸
「
日
田
幕
領
に
お
け
る
都
巾
と
農
村
の
社
会
経
済
的
構
造
に
関
す
る
一

考
察
」
（
宮
本
又
次
編
「
九
州
経
済
史
研
究
」
所
収
）

(
4
)
前
掲
拙
稿

(
5
)
千
原
文
書
（
九
州
大
学
文
学
部
九
州
文
化
史
研
究
施
紗
所
蔵
）
以
下
、
千
原
家
に
つ
い
て
の
記
述
は
註
記
の
な
い
限
り
こ
れ
に
よ
る
。

(
6
)

「
淡
窓
全
紺
」
下
巻
所
収
。
広
瀬
淡
窓
・
弟
久
兵
衛
・
同
三
右
衛
門
・
同
旭
荘
の
天
保
五
年
の
撰
に
な
る
。

(
7
)
前
掲
拙
稿

(
8
)

「
懐
旧
楼
筆
記
」
（
「
淡
窓
全
集
」
上
）
に
淡
窓
の
親
戚
・
知
人
で
家
産
を
傾
け
た
も
の
と
し
て
、

衛
祖
父
）
・
魚
塁
長
八
の
父
・
豊
前
四
日
市
の
田
口
本
三
の
名
が
み
え
る
。

(
9
)

「
広
瀬
家
譜
」

(10)
前
掲
拙
稲
お
よ
び
拙
稿
「
製
蠍
菜
経
営
に
お
け
る
収
支
構
造
と
経
営
の
基
盤
」

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

浜
田
屋
喜
右
衛
門
・
叔
父
忠
兵
衛
（
源
兵

い
わ
ゆ
る
八
日
田
金
＞
と
し
て
の
日
田
商
人
の
発
展
期
で
あ
る
。
匂
印
鍋
屋
は
寛
政
年
間
以
降

他
方
、
千
原
家
は
日
田
代
官
と
結
ん
で
、
大
名
貸
を

（
「
九
州
史
学
」
＋
周
年
記
念
号
）
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に
は
「
他
所
貸
」

「
貸
」
の
分
が
前
に
、

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

(11)

三
印
鍋
屋
文
書
（
日
田
市
城
内
町
伊
藤
文
吉
氏
蔵
）
以
下
、
三
印
に
関
す
る
記
述
は
断
り
な
い
限
り
こ
れ
に
よ
る
。

(12)
前
掲
篠
藤
論
文

(13)
前
掲
遠
藤
著
書
後
篇
第
一
章
第
四
節

広
瀬
家
の
「
積
書
」
の
構
成
を
年
代
的
に
比
較
・
検
討
す
る
と
、
天
保
二
(
-
八
三
一
）
年
と
同
五
(
-
八
三
四
）
年
で
区
分
さ
れ
る

文
化
―
―

こ
の
斯
の
「
積
書
」
は
「
拝
侶
之
分
」
と
「
貸
附
之
分
」
と
か
ら
な
り
、
両
者
と
も
項
目
を
立
て
ず
、
前
者
に
お
い
て
は
、
役
所
よ

り
の
拝
借
（
助
合
穀
銀
預
等
）
、
大
名
預
り
、
在
町
預
り
等
、
後
者
に
お
い
て

は
、
銀
貸
し
と
銭
貸
し
と
に
大
ま
か
に
分
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
後
者
は

そ
れ
に
質
仕
入
れ
と
田
地
代
を
の
せ
て
い
る
。
利
率
は
「
拝
借
之
分
」
に
の

頁
数
は
文
化
二
1

一
(
-
八
一
六
）
年
分
で
八
頁
（
内
容
の
み
）
で

み
記
入
し
、

（
一
八
一
四
）
年
ー
天
保
元
(
-
八
一
―

10)
年

天
保
―
-
（
一
八
三
一
）
年
ー
同
四
(
-
八
三
一
1

一
）
年

「
預
」
分
が
後
に
な
り
順
序
が
逆
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
1
の
よ
う
な
項
目
が
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
項
目

「
隣
端
貸
」
の
ご
と
き
地
域
に
よ
る
区
分
が
残
り
、
天
保

五
(
-
八
三
四
）
年
以
降
に
比
べ
て
充
分
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
い
え
な
い
。

あ
る
。

二
つ
の
時
期
か
ら
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
積
書
」
の
構
成
と
そ
の
変
化

表 1

「貸」

天保2年「積書」の項目

I 「預」
無利足拝借銀

” 当分拝借井預物
利付拝借 I 

御陣屋ふ預銀

融通講

利付預銀

当分”

利付借用銭

当分預銭

利付他所貸（銀）

”銀貸隣端

”銭貸”

当分取替

”銀貸之分

現質物

有物

仕入物

頼母志

地方

「貸」ー「預」＝「有物辻」（自己資本）
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に） た
こ
と
、 体

裁
が
比
較
的
よ
く
整
っ
て
い
る
こ
と
。

年
ま
で
。

（表
2
)

利
率
の
記
入
も
前
期
と
詞
様
で
あ
る
e

頁
数
は
内
容
だ
け
で
二
六
頁
（
天
保
二
年
分
）

と
大
巾
な
増
加
を
み
る
。

項
目
が
整
理
さ
れ
、

体
裁
が
よ
く
整
っ
た
の
は
天
保
五
(
-
八
三
四
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
千
原
家
で
は
項
目
も
杜
撰
で
借
用
分
も
「
可
払
分
」
と

一
括
し
て
お
り
、
＠
で
は
「
在
方
帳
」
が
残
存
し
借
用
分
を
一
括
し
て
い
る
の
に
比
ぶ
れ
ば
、
広
瀬
家
の
「
桔
書
」
の
体
裁
は
よ
く
整
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
天
保
五
年
に
「
積
害
」
の
構
成
が
変
っ
た
の
は
、
経
営
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
経
営
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
変
化
し

つ
ま
り
意
識
の
上
で
の
高
利
貸
へ
の
純
化
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
銀
立
」
で
あ
る
こ
と
。

広
瀕
家
に
お
い
て
勘
定
に
銀
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
実
際
の
貸
借
は
、
と
く
に
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ

(
1
)

（

2
)
 

て
金
に
よ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
銀
に
換
算
し
て
い
る
。
銭
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

0
千

三

印

ず
れ
も
「
銭
立
」
で
あ
る
。
「
銀
立
」
で
あ
る
こ
と
は
武
士
経
済
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀕
家
の
経
営

四

「
積
書
」

天
保
五
(
-
八
三
四
）
年
以
降

「
他
所
貸
」

し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
但
し
、

の

特

徴

け
・
預
り
と
も
「
利
付
」
か
「
無
利
子
」
か
、
金
銀
貸
（
預
）
か
銭
貸
（
預
）
か
で

区
分
し
、
貸
銀
に
も
利
率
を
記
入
す
る
な
ど
、
利
子
取
得
へ
の
関
心
を
は
っ
き
り
示

そ
の
利
率
の
記
入
は
天
保
八
(
-
八
三
七
）

「
隣
端
貸
」
の
区
分
は
廃
止
さ
れ
た
。

貸

附

伊
豫
屋

⑳
は
い

表2 天保5年「積書」の項目

「貸」「預」

利付銀貸 無利子拝借

当分取替金銀 利付 ” 
利付銭貸 ”借用銀

当分取替銭 当分預銀 ， 

I現質物 利付借用銭

頼母志 当分預銭

地方 融通講

質仕入

1有物
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で
は

（
当
年
「
貸
」
ー
前
年
「
貸
」
）
ー
（
当
年
「
預
」
ー
前
年
「
預
」
）

「
収
入
」
ー
「
支
出
」

1
1

「
利
益
」
と
い
う
損
益
計
算
が
行
な
わ
れ

て
い
な
い
。
日
で
指
摘
し
た
よ
う
に
「
積
書
」
の
体
裁
は
他
の
商
人
た
ち
よ
り
整
っ
て
い
て
、
利
了
取
得
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
損
益
計
算
を
行
な
っ
て
い
な
い
の
は
奇
妙
で
す
ら
あ
る
。
千
原
家
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
る
が
、
⑤
や
一
1

一
印
は
複
式
決
算

「
田
地
代
」
や
「
地
方
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
期
間
は
文
政
七
(
-
八
二
四
）

I
天
保
五
(
-
八
三
四
）
年
と
嘉
永
三
(
-
八
五

0
)
年
以
降
で
あ
る
。
前
者
は
質
地
を
記
載
し
た
も
の
で
「
前
ミ
持
来
分
は
除
之
」
い
て
い
る
。
要
す
る
に
「
田
地
代
」
は
貸
金
の
一

種
で
あ
る
。
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
よ
り
は
帳
末
に
「
御
扶
持
方
」

「
銭
五
貫
七
五
目

と
喜
永
六
(
-
八
五
―
―
-
)
年
「
積
轡
」
に
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

高
拾
一
一
一
貫
七
百
目
之
内
八
貫
目
ハ
渡
里
村
田
地
高
た
恙
分
為
請
侯
分
引
之
如
斯
出
銭
」

そ
の
年
の
出
銭
分
を
記
載
し
資
産
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。

ま
り
財
産
と
し
て
の
「
地
方
ー
で
あ
る
。

〔
付
〗

を
行
な
っ
て
い
る
。

1
1
利
益
、
す
な
わ
ち
、
期
末
資
産
ー
期
首
資
産
1
1
利
益
で
あ
っ
て
、

広
瀬
家
「
積
書
」
の
純
益
の
出
し
方
は
財
産
法
に
よ
っ
て
い
る
。

四
摂
益
計
算
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
思
わ
れ
る
千
原
家
は
計
上
し
て
い
な
い
。
千
原
家
が
除
外
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
◎
は
利
子
生
み
の
資
本
で
は
な

（三）

「
稜
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

大
名
貸
し
を
資
産
に
計
上
し
て
い
る
こ
と
。

大
名
貸
し
が
経
営
の
一
中
心
で
あ
る
か
ら
、
大
名
貸
し
を
計
上
す
る
の
は
当
然
の
よ
う
で
あ
る
が
、
舎
や
大
名
貸
し
を
手
広
く
行
っ
た

「
掛
持
屋
敷
」

つ

「
村
ミ
田
畑
」
の
目
録
を
の
せ
て
い
る
。
こ
こ
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附表 II 「貸」 内 訳 （銀 立）

附表 m 「預」 内 訳 （銀 立）

IA総 預柄B 役所公金町C 武士預 ID天―]:
貫匁 貫匁

文 匁゚ I 17貫,―95―0亙. 文化 11 66,524.79 44,660.24 

12 98,766.10 43,245.90 

゜
15,390 

13 73,806.85 20,753.34 

゜
12,970 

14 76,111.95 13,921.94 31,500.00 22,060 

文政 1 81,823.40 13,526.37 33,900. 00 18,570 
2 89,002.46 12,462.50 33,900.00 26,170 

3 89,779.40 11,692.74 33,900.00 30,388 
4 95,946.19 11,038.82 29,766.87 29,747 

5 60,981.99 10,363.29 13,645.58 33,042 

6 82,682.25 9,779.52 10,595.86 45,678 

7 71,184.28 25,939.39 7,928.00 26,102 
8 71,451.02 20,693.88 6,467. 00 19,364 ， 104,139.88 64,442.66 6,987.28 16,260 

10 83,594.34 49,655.45 3,853.78 11,700 

11 127,910.25 77,705.34 474.76 12,150 

12 252,569.12 64,113.28 888.50 11,910 

天保 1 224,564.25 70,589.60 1,977.13 11,465 

2 211,625.32 37,702.02 2,929.44 11,375 

3 265,731.99 51,704.20 564.62 25,540. 

4 391,302.08 147,813.97 1,011.57 44,717 

5 410,489.10 117,218.07 2,652.04 61,522 

6 421,165.09 91,488.23 16,278.47 20,810 

7 423,498.55 166,772.81 3,791.94 15,764 

8 253,183.67 116,823.24 

゜
21,279 ， 200,694.45 79,498.73 

゜
30,108, 

10 205,727.69 83,982.39 

゜
24, 728. 

11 209,789.25 75,747.14 

゜
23,964. 

12 220,199.08 85,409.15 

゜
26,489, 

13 249,385.79 98,054.92 

゜
31,854. 

14 373,976.40 166,165.45 6,400.00 53,178. 

弘化 1 397,660. 4/ii 185,029.93 640.00 62, 751. 

2 390,434.25 109,689.27 1,798.94 127,845. 

3 506,196.45 164,410.04 12,149.40 215,245. 

4 414,726.78 99,997.61 11,860.48 198,361. 

喜永 1 580,099.80 110,650.10 42,880.00 269, 783. 

2 607,603.55 216,643.79 8,448.00 271, 886. 

3 719,162.43 278,304.37 23,040.00 249,828. 

4 514,552.95 241,798.07 43,200.00 27,543. 

5 664,589.21 217,655.70 38,181.50 138,312. 

6 759,848. 73 294,604.15 34,150. 70 86,221. 

安改 1 1055,426.03 234,782.85 44,992.00 506,436. 

2 1118,189. 11 268,592.03 42,058.40 476,492. 

I 3 1213,234.14 258,414.04 17,920.00 382,930. 
I 4 1319,128.10 280,444. 21 37,120. 00 210,561. 

5 982,273.42 172,314.20 21. 120. 00 308,901. 

6 1109, 184. 33 154, 736. 03 21,120.00 110,304. 

万延 1 1019,354.81 160,790.88 33,920.00 208,439. 

文久 1 1213,555.10 213,303.64 33,920.00 364,114. 

2 1118, 881. 76 202,822.96 55,600.00 283, 715. 

3 1242,124.21 360,778.97 800.00 201,162. 

元治 1 1520,390. 05 627,932.42 30,560.00 186,416. 

慶応 1 1726, 489. 15 683,983.98 55,468.40 291,564. 

2 2156,043.10 1035,479.66 60,836.90 179, 026. 

3 I 2720,274.19 1465,640.94 165,981.99 171,131. 

明治 1 3616,944.00 18316両, 385. 6 ｀ 217, 261. 99 
20閉5,872. 

2 4935両9.分2 永174文.1 2470 分永50文.5 永139文.8 387 分1 永6 

3 48391. 659.5 23389.3 757.5 166 21.2 4177. 7 

4 53932 470. 9 15717.11176.7 216 21. 2 9984. 1 

預 IE
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
8
1
6
8
8
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
1
6
0
5
2
7
0
6
4
8
0
4
0
2
2
5
4
8
5
0
5
8
7
3
5
3
4
1
6
3
0
7
6
1
0
2
4
9
6
1
0
6
3
3
4
7
6
0
7
6
8
4
1
4
9
3
8
9
1
9
5
6
6
1
6
6
5
6
0
1
8
1
6
文

孤

峠

紅

i

融通講 |F在町預 IG一族預
貝匁 貰匁
0 3, 554. 55 貝•360~00
O I 8.190. 20 31,940.00 

o I 3, 508. 51 I 36, 575. oo 

o I s, 130. 01 I 500. oo 

o I 15,477. 03 I 350. oo 

o I 15, 555. 96 I 914. oo 

o I 12, 398. 26 I 1, 400. oo 

o I 23, 424. 50 I 1, 818. 19 

o I 3, 330. 44 I o 

o I 15, s46. s3 I rn1. 20 

o I 11,087.61 I 127. 2s 

o I 24, 563. 41 I o 

o I 16, 449. 94 I o 

o I 18, 385. 11 I o 

6, 315 I 31, 265. 15 I o 

104, 327. 93 I 67, 468. 17 I 3, 861. 24 

98, 298. 38 I 38, 372. go I 3, 861. 24 

114, 631. 2 I 39, 107. 55 I 5, 880.11 

87, 558.19 I 99, 975. 51 I 6, 388. 56 

129,745. 75 I 61, 481. 54 I 6, 531. 65 

132,748.38 I 91, 808. 85 I 4,539.24 

106, 012. 73 I 169, 613. 50 I 16, 961. 46 

112, 700. oo I 118, 269. 94 I 6, 199. 22 

20, ooo. oo I 90, 305. 70 I 4,774. 93 

o I 64,597.61 I 26, 489. 71 

o I 66, 348. 25 I 30, 668. 83 

o I 94, 029. 50 I 16, 048. 07 

o I 65, sss. 08 I 42, 712. oo 

1, 920. oo I 7 4, 580. 44 I 42, 976. 38 

1, 920. oo I 95, 086. 67 I 51, 22s. 79 

3, 300. oo I 94, 589. 67 I 51, 349. 51 

3, 300. oo I 89, 129. 79 I 58, 670. 91 

o I 57, 604. 76 I 56, 787. 09 

9, 250. oo I 63, 345. 09 I 31, 912. 30 

3, 900. oo I 119, 560. 81 I 33, 325. 13 

s, 959. 50 i 7 4, 242. 77 I 21, 423. 39 
13, 489. 20 I 49, s12. 53 I. 104; 688. 09 

765. 50 I 100, 162.14 I 101, 083. 2s 

36, 120. 06 I 10s, 788. 37 I 125,531.48 

19, 240. 50 I 139, 032. 4 7 I 186, 599. 28 

6, 901. 80 I 75, 907. 76 I 186, 405. 2s 

7, 705. 20 I 121, s20. 02 I 201, 520. 70 

9, 743. 50 I 129, 021. 13 I 415, 20s. 40 

39, 529, 20 I 249, 197. 94 I 502, 275. 07 

3, szs. 10 I 47, 578. 22 I 42s, 531. 49 

23, 215. 67 I 349, 864. 79 I 449, 943. 35 

o I 296, 699. 75 I 319, 504. so 

278. 75 I 135, 401. 40 I 466, 536. 40 

438. 93 I. 219, 413. 5o I 356, 890. 42 

470. 93 I 280, 853. 94 ! 398, 057. 71 

470. 93 I 263, 981. 85 I 411, 028. 69 

15,324.12 I 308,309. 96 I 371,837.44 

1, 753. 65 I 332, 130. 55 I 546, 815. 7 4 

410. 93 I 388, 578. 7o I 528, 410. 45 

470. 93 I 778,741. 88 I 583, 211. 44 
両永文 両分朱永文1 面分朱永文

700 280. 8 10106. o. 1 72. 3 9790. 2. 3 740. 5 

1556 307 I 7880. o. 2 169. 71 11221. 3. o 19. 7 

o I 11482. 1. 2 165. 5I 16532. o. o 242. g 

厨その他

I 貰匁

150. 00 

600.00 

600. 00 

゜362.73 

I 瓦嚢―—酋― 1 丙B 貸付 1 -―-I―--- -] ― -

| （B+G+H) （C+D+E+F） 内C 武士貸 D 大名貸 IE 在町貸| F 一族貸

I 
貫匁 貫匁

， 文化 11 I 75, 795. 14 I 7 4, 102. 68 
貰匁 貫匁 I i 

゜
貫匁 ， 費匁

I ゜ i 73,241. 68 861. 00 
12 1 110, 013. 88 1 10s, 844. 81 I o I 35, ooo. oo I 10, s92. 31 I 252. 50 

I 1s ! 87, 906. 24 I 85, 316. 78 / o 1 11, ooo. oo 1 73, 816. 78 1 soo. oo 

14 I 10,010. 81 I 69,269.81 I 
, 26¥J. 1:11 I o', o I 66. 687. 99 2,581.82 

文政 1 I 83,942.49 I s2, 783. 39 I o I 21,500. oo ¥ 60, 033. 39 I 1, 250. oo 

2 I; 86, 396. 11 / 85, 558. 61 j 940. 00 / 30, 000. 00 

I 

53, 618. 61 I 1, ooo. oo 
3 1 83,201.19 I so, 384. 69 I 1,263. oo 1 30, ooo. oo i 47,121.69 1 2, ooo. oo 
4 92, 965. 36 92, 965. 36 21. 39 : 44, 850. oo I 47, 897. 08 I 196. 89 
5 ! 38, 073. s8 I 38, 013. 58 I 4, 332. oo I 21, ooo. oo i 11, 601. os 1 1, 140_ 5o 
a I 59, 894. 79 I 54, 812. sa I 1, 502. 30 : 36, 300. oo I 16, 913_ 79 1 155. 97 

7 64, 556. 54 57, 692. 17 3, 225. 45 1 33, 300. 00 20, 956. 72 210余

8 63, 424. 95 53, 159. 25 3, 521. oo 29, 800. oo I 19, 838. 25 0 

9 I 91, 902. 13 i 73,852. 78 I 5, 331. o5 1 28, s4o. oo i 39: 231. 13 I 450_ 00 
10 I 85, os3. 40 I 58, 944. 01 I 7,383.91 i 13, 587. oo I 36,100.43 I 1, 212. 73 
11 I 128,005.68 I 111,151. s8 I 5, s61.18 1 5o, 160. oo i 59,675. 05 1 1,449. 65 
12 246, 699. 64 | 218, 864. 44 5, 451. 78 125, 600. 00 82, 721. 75 5, 090. 91 

天保 1 I 256, 68~. ~~ I 263, 966. ~~ I 3, 360. 28 ! 88, 105. oo i 138: 415. 2s I 1: 085_ 84 
2 I 245,442. 55 ¥ 214,344. 55 4, 895. oo i 60, 153・ 75 I 133, 148. 29 I 16, 147. 51 
3 [ 294, 797. 95 f 246, 485. 99 [ 4, 395. 00 j 123, 970. 20 

4 I 442, 039. 54 I 405, 109. 01 I <i. 995. 00 i 243, 273. 59 
I 112, 115. 56 6, 005. 23 

3, 995. 0 01  51, 41 6. 84 7, 0 2 3. 64 
5 I 473,186. 80 I 433,763.91 I 45,510.66 I 230,060. oo i 150,542.57 I 7,650.68 
6 I 535, 247. 39 I 522,439. 87 I 59,356.01 I 240, 626. oo I 218, 799. 48 I 3, 658. 32 

1 I 521, 949. 47 I 516,593. 01 I 33,486.01 I 116, 294. 03 1 344,564.49 I 22, 24s. 48 

s I 369, 19s. 90 I 359, 455. 60 I 28, 728. 07 I 122, 683. 26 191, 652. 65 I 16,391, 62 
9 I 252, 440. 26 I 249, 132. 86 I 192. 00 I 106, 486. 37 I 142, 325. 91 1 128. 58 

10 I 253,340.02 I 241, 785. 79 。 77,242. 23 I 161, 487. go I 9, 055. 66 

11 I 212, 262. 48 ~ 269, 509. 02 。 97,884. 34 1 166, 779. s8 I 4, 844. 80 

12 I 2s6, 915. 45 I 21s, 964. 4s I 136. 95 I 9o, 877. 11 I 178, 482. 65 I 6, 467. 70 

13 I 320,471. 42 I 313, 758. 01 I 407. 35 I 83, 506. 50 I 206, 411. so I 23,432. 42 

14 I 454, 1s4. 01 I 434, 142. 01 I 412. 00 I 132, 042. 30 I 276, 569. 54 I 25, 118. 17 

弘化 1 I . 488, 643. 03 I 486, 004. 31 。 199, 853. 50 I 2s1, 910. 21 I 28, 240. 60 

2 I 490,614. 35 ¥ 462,449. 95 I 8, 133_ 01 I 111, 518. 97 1 332, 470. 01 1 4. 322. 96 

3 I 616, 399. 97 I 557, 881. 60 I 6,011.91 I 143, 112. 23 I 394, 194. 21 I 13, 957. 25 

4 I 536, 975. 92 1 494, 922. s1 I 4, 345_ 76 I 115, 100. 01 I 343, 67o. 56 I 31, 206. 42 

察永 1 1 109, 407. 11 ! 678, 802. 13 4,758.89 I 231, 789. 73 I 416,243.43 I 26, 010. 08 

2 1 151, 563. 44 i 731, 508. 69 I 2, 696. 32 I rn1, 759. 28 I 474: 384. 61 I 62: 668. 48 
3 I s64, 501. 13 I 833, 150. 87 I 1, 856. oo I. 250, 582. 32 I 524, 716. 10 I 56, 595. 85 

4 I 671, 691. 23 I 621, 221. 41 I 6, 224. oo I 204, 848. 68 I 353, 844. 19 I 62, 303. 94 

s I 826, 208. 38 I 774, 198. 10 I 2, 279.13 I 244, 053. 21 1 441, 8ss. 30 1 79, 977_ 46 

6 I 940, 415. 63 I 922, 230. 15 1 20, 194. rn 1 315, 819. s3 I soo, 2s6. 34 I 85, 950. 42 
安政 1 I 1261, 754. 39 I 1228, 962. 19 I 5,266.40 I 374, 664. oo I 751, ooo. 10 I 98, 031. 09 

2 I 1376, 967. 67 I 1219, 300. 49 I 5, 014. 40 I 601,977.11 I 593, 381. 10 I 78, 926. 62 

3 I. 1511, 621. 18 I 1481, 636. 08 I 21, 598. 52 I 119, 200. 10 I 573,113.89 I 61, 703. 57 

4 I 1664, 311. 22 I 1484, 014. 95 I 24, 814. s6 I 920,852. 58 I 484, 345_ 01 I 54, oo1. 44 

s I 1340, 134. 10 I 1135, 737. 59 I 20,678.40 I 623, 895. s6 I 452, 162. 87 I 39, 000. 76 

6 I 1415, 451.11 I 1374, 533. 32 I.  5, 299_ 40 I 735, s41. 50 I sio, 634.1s I 122,758.24 

万延 1 I 11n, 56s. 60 I 988,206.60 I 4,868.16 I 387,105.02 I 510,489.85 I 85,142.97 

文久 1 ! 1429, 093. 30 I 1195, 417. 95 I 947. 28 I 4so, 570. 06 1 62s, 351. 10 I 85,548.91 
2 I 1340, 523. 88 I mo, 562. 23 / 768. oo 1 393, 530. 15 I 687: 834. 86 I 48: 429. 22 

3 I 1419, 744. 75 I 1412, 589. 34 1 o 1 521,957.96 I 845,567.38 I 44. 064. 00 

元治 1 ! 1323, 91s. 78 1 1680, 380. 37 I 21, 500. 00 I 719, s19. 15 866, 451. 4 7 I 12, 609. 75 
慶応 1 i 1982, 471. 03 1 1742, 614. 06 I O I 811,665.15 I 89s, 054_ 96 32,893.95 
2 I 246s, 833. 19 I 2011, s47. 03 I o I 630, 693. 15 i 1130, 119. 09 1 ・ 250, 374. 84 
3 I 3081, 1s1. 04 I 2s27, 440. 97 I o 1 963, 485. 40 I 1502, 295_ 98 I 361, 659. 59 

明治 1 I 4041, 291. so I 3497, 003. 47 
両分永文 両分永文

o I 9~2?. !56~. 50 ! 2251, 396. 22 I 32s. 045. 75 
2 I 56802, 3 127. 7 I 41414, 2 so2. 2 i 両 両分朱永文＇ 両分朱永文

100 13057, 31 322. 3 25086, 11 29. o 
両分朱夫交
3170, 11 388. 9 

3 I 54503 772. 3 I 41999 344. o I o I 12630. 11 543. o I 25403_ 31 85. o I 3959. 3 156. 0 

4 i 59667 116. 9 I 51494. 3 667. 2 1 o 1 241s9. 21 394. 5 ; 20306.11 177. 5 I 6998. 3 535. 2 

＊（ ）内の数字はA総貸中に含まれない。

I G 有ー物f:f:入物「 H 田地代
貰匁 貰匁
1,692.46 

4,169.07 

2,589.46 

801. 00 

1,159.10 

837.50 

2,816.50 

I o 
! 0 

5,022.23 

5,879.83 

7,765.70 

14,640.20 

20,638. 35 

5,455.00 

22,937.20 

11,719.00 

16,950.00 

34,291.06 

9,504.87 

12,815.49 

12,807.52 

11,356.40 

10,343.30 

3,307.40 

5,554.23 

2,753.46 

10,950.97 

6,713.35 

20,042.00 

2,638.72 

28,164.40 

58,518.37 

42,053.11 

30,605.64 

20,054.75 

30, 850. 26 i* ( 
44, 469. 82 I C 

52, f)l 0.. 28 I ( 
18, 184. 88 I C 

32, 792. 20 I C 

97, 667. 18 I c 
29, 991. 10 I C 

mo, 356. 27 I C 

204, 397. 11 I C 

100,917.79 I C 

189, 362. oo I c 
233,675.35 

209, 961. 65 

67,155.41 

143,538.41 

239,856.97 

453,986.11 

253, 740. 07 

544,288.33 
両永文

15388 387. 5 

12604 428.3 

8192 389. 7 

984. 54 

2,500余

3,409.15 

5,500.98 

5,398.80 

4,898.00 

7,997. 00 

14,148余

14,020.90 

26,825.60 

26,607.40 

16,040.00) 

6,932.00) 

2,331.82) 

1,036.37) 

3, 181. 82) 

14,221.82) 

16,850.90) 

2,640.00) 

17, 090. 91) 

9,756.37) 

-545余）＇

(8, 320. 00) 

(30, 144. 00) 

(8,320.00) 

(14, 400. 00) 

(32, 069. 09) 

(24, 595. 82) 

(4,622.55) 
両分永文
(417 722. 2) 

(-）  

(1406. 2 2. 8) 

附表 I 貸・預・自己資木（銀立）

I- Iー一貸＿ 1-―-内一 預 I自己資本

―- -—--— 貝匁 ―一貫匁 i l'I―一匁―-
文化 10 1, 68, 043. 10 I 62, 562. 56 I 5,480. oo 

11 I 75, 795. 14 I ・ 66: 525. oo I 9: 210. oo 
12, 104, 025. 86 I 98, 766. 10 i s, 2ss. 76 
13 I 82, o4o. oo I 73, so6. ss I 8, 733. 76 

14 ¥ 48, 219, 36 I 76, 111. 95 i -21, s92. sg 
文政 1 I 54,023, zs I 81,823.40 I -21, soo.12 

2 I 65, 222. 84 I 89, 002. 46 I -23, 776. 62 

3 I 66, 254. 90 I 89, 779. 40 I -23, 524. 50 

4 I 75,186.03 I 95,946.19 I -20, 760.16 

s I 34, 123. 65 I 60, 981. 99 I -26, 858. 34 

6 I 57,324. 75 I 82,682.25 I -25, 358. 61 

7 I 61, 761. 99 I 11,184. 2s I - 9,432. 28 

8 I 60, 630. 40 I 71, 451. 02 I -10, 820. 62 

9 I 88, 879. 48 I 104, 139. 88 I -15, 259. 40 

10 I 85, 083. 40 I 83, 594. 34 I 1,489. 06 

11 I 12s, oos. 68 I 127, 910. 2s I 95. 43 

12 I 246, 699. 64 I 252, 569. 12 I - 5, 869. 48 

天保 1 I 256, 682. 35 I 224, 564. 2s I 32, 118. 10 

2 I 245,442. 55 I 211,625.32 i 33,777.23 
3 I 294, 797. 95 I 265, 731. 99 I 29, 065. 96 

4 I 442, 039. 54 I 391, 302. os I 50, 737. 46 

5 I 473,186.80 I 410,489. lo I 62,697.10 

6 I 535, 24 7. 39 I 421, 165. 09 I 114, 082. 30 

7 I 527,949.47 I 423,498. 55 I 104,450. 94 

8 I 369, 798. 90 I 253, 615. 23 I 116, 183. 67 

9 I 252,440.26 I 200,694. 45 I 51,745.81 

10 I 253,340.02 I 205,727.69 I 47,612.33 

11 I 272,262.48 I 209,789.25 I 62,473. 23 

12 I 286, 915. 45 I 220, 199. os I 66, 716. 37 

13 I 320, 4 71. 42 I 249, 385. 79 I 71, oss. 63 

14 I 454, 184. 01 I 373, 976. 40 I 80, 201. 61 

弘化 1 i 488, 643. 03 I 397,660.46 I 9o, 892. 57 
2 I 490, 614. 35 I 390, 434. 22 I 100, 1so. 13 

3 I 616, 399. 97 I 506, 196. 45 I 110, 203. 52 

4 I 536, 975. gz I 414, 126. 1s I 128, 249. 14 

嘉永 1 I 109,401.11 I s8o, 099. 80 I 129,301.97 

2 i 751,563.44 I 607, 603. 55 I 143, 959. 89 
3 I 864, 601. 13 I 719, 162. 43 I 145, 438. 10 

4 I 671, 691. 23 I 514, 552. 95 I 157,138.28 

s I 826, 208. 38 I 664, 589. 21 I 161, 619. 11 

ぷ 6 I 940, 41s. 63 I 759, 848. 73 I 180, 566. go 

安政 1 I 1261, 754. 39 I 1055, 426. 03 I 206, 328. 36 

2 I 1376, 967. 67 I 1118, 189.11 I 258,778.56 

3 I 1511, 627. 78 I 1213, 234. 14 I 298, 394. 64 

4 I 1664, 371. 22 I 1319, 12s.10 I 345, 243. 12 

5 I 1340, 134. 10 I 982, 273. 42 I 357, 861. 28 

6 I 1475, 451. 11 I 1109, 184. 33 i 366,266. 78 
万延 1 I 1177, 568. 60 I 1019, 356. 81 I 158,211. 79 

文久 1 I 1429, 093. 30 I 1213, 555. 10 I 215,538. 20 

2 I 1340, 523. 88 I 111s, 881. 76 I 221, 642. 12 

3 I 1479, 744. 75 I 1242, 124. 21 I 237,620.54 

元治 1 I 1823, 918. 78 I 1520, 390. 05 I 303, 608. 73 

慶応 1 1 1982, 471. 03 1 1126, 489. 15 ! 25s, 981. 88 

2 I 2465, 833. 19 I 2156, 043.10 I 309, 790. 09 

3 I 3081, rns. 04 I 2120, 274.19 I 360, 913. 85 

明治 1 I 4041, 291. 80 I 3616, 944. oo I 425, 078. 69 
両分文 両分文 両 文

2 I 56802. 3.永127.71 49359. 2.永174.ll 7443. 永103.6

3 I 54603. 772. 3! 48391. 659. 51 6212. 112. s 

4 I 59667. 176. 91 53932. 470. 91 5734. 706. o 

5 I 61465. 249. 81 56756. 995. 61 4888. 254. 2 

6 I 48831. _ 13~. 71 48585. _ 40~. 41 2452_ _ 23~. 3 , I Pl 銭 Pl 銭 円銭7 I 39. 224. 71.151 so. 275. 97. 551 -11, 051. 26. 4 



（
文
化
一

0
年
）
、
三
印
一
七
二
貫
（
同
年
）
、
千
原
家
一
五

0
貫

(
1
)
 

（
同
八
年
）
の
半
分
を
超
え
な
い
。

文
化
年
間
は
農
村
で
の
商
品
生
産
の
展
開
に
伴
な
っ
て
流
通
構

造
が
変
化
し
、
日
田
商
人
達
は
資
産
を
減
少
せ
し
め
た
時
期
で
あ

る
。
い
わ
ー
る
八
日
田
金
＞
の
展
開
は
こ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

2

資
産
の
伸
び
率
は
非
常
に
高
い
。

文
化
一

0
(
一
八
一
三
）
年
か
ら
明
治
元
(
-
八
六
八
）
年
ま

、。＇ 「
積
書
」
よ
り
見
た
広
顛
家
の
経
営

こ
れ
を
日
田
の
他
の
商
人
と
比
較
す
る
に
、

一
五
年
間
で
、
総
資
産
が
一

0
0
貫
を
超
え
た
の
は
文
化
―
ニ

（
一
八
一
五
）
年
だ
け
で
、
他
は
い
ず
れ
も
一

0
0
貫
に
満
た
な

ー

総
資
産
お
よ
び
自
己
資
本

化
政
期
の
総
資
産
額
は
小
さ
い
。

文
化
一

0
(
一
八
一
三
）
年
ー
文
政
一

0
(
一
八
―
―
七
）
年
の

（一）

五

＠
一
九
五
貫

「
積
書
」
に
よ
る
経
営
分
析

表

3 

時期ヌ分 広瀬 I千原 l邑）
I 文化10ー文化14 100 100 100 100 

II 文政 l-II 5 78 210 79 117 

皿 II 6- II IQ 94 239 138 

w // 11一天保3 310 331 159 

V 天保4-II 8 621 312 221 

VI // 9 - II 13 366 342 

Vil II l4一弘化4 684 254 
VJ[ 嘉永1-”5 1011 232 

IX II 6-安政4 1787 255 627 

X 安政5ー文久2 1789 *1) 1094 181 *3) 630 

XI 文久3一慶応3 2865 *2) 3007 140 *4) 1633 

XII 明治1 5345 144 I 

註
(
1
)
有
金
に
金
が
多
い
。
銀
の
量
目
を
表
わ
す
数
に
六
四
の
倍
数
が
多
い
（
金
一
両
1
1
銀
六
四
匁
）
。

(
2
)
十
九
文
銭
で
あ
る
。
十
九
文
銭
一
匁
1
1
丁
銭
一
九
文
。
こ
れ
も
勘
定
の
単
位
で
あ
る
。

(
3
)
千
原
家
三
印
伊
豫
屋
は
十
九
文
銭
立
、
⑮
は
文
化
五
（
一
八
0
八
）
年
ま
で
は
七
六
文
銭
立
、
以
後
は
十
九
文
銭
立
。

各「店卸帳」による。但し、広瀬を除いては各年の分が完全に揃っ

ている訳ではない。 1年分しか残っていないものには＊をつけた。
*1)文久1年 ＊2)慶応3年 ＊3)安政5年 ＊4)慶応1年
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4

自
己
資
本
が
少
な
い
。

最
低
が

0
・
九
四
倍

(
W
|
V
)
と
そ
の
振
幅
は
比
較
的
小
さ
い
。

3
 
0
％
に
達
し
た
。

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

千
原
の
六
、
七

で
の
伸
び
率
は
約
六

0
倍
、
文
化
一

0
(
一
八
一
三
）
年
ー
文
政
一

0

（
一
八
二
七
）
年
の
平
均
資
産
額
に
比
べ
て
、
千
原
が
慶
応
三
年

で
三
0
倍
に
対
し
広
瀕
は
四
一
倍
、
三
印
が
同
元
年
で
一
六
倍
に
対
し
広
瀬
が
二
六
倍
、
⑤
が
明
治
元
年
で
一
•
四
倍
で
あ
る
の
に
対
し

広
瀬
は
五
三
倍
と
、

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
伸
び
率
の
高
さ
が
わ
か
る
（
表
3
)
。
そ
し
て
総
資
産
額
は
安
政
の
初
め
に
三
印
を
凌
駕
し
、

資
産
の
伸
び
方
に
む
ら
が
あ
る
。

表
3
で
第
III
期
か
ら
第

w期
に
か
け
て
は
約
三
・
三
倍
、
第

w期
か
ら
第
＞
期
へ
は
約
二
倍
、
第
VI
期
か
ら
第
VII
期
へ
は
一
・
九
倍
、

第
珊
期
ー
第
IX
期
は
一
・
八
倍
等
、
非
常
な
伸
び
を
示
す
が
、
他
方
、
第
IX
期
ー
第

x期
は
ほ
と
ん
ど
増
減
な
し
、
そ
し
て
、
第
＞
期
か

ら
第
V
I朋
に
か
け
て
は
四
割
に
減
少
す
る
な
ど
、
伸
び
方
に
著
る
し
い
む
ら
が
あ
る
。
他
の
商
人
で
は
千
原
は
最
高
―
-
•
一
倍(
I
|
I
I
)
、

(
V
I
V
I
)
で
、
減
少
し
た
時
期
は
な
い
。

大
名
貸
を
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
な
か
っ
た
一
1

一
印
で
は
最
高
一
・
五
倍

こ
の
こ
と
か
ら
、
資
産
の
伸
び
の
む
ら
は
大
名
貸
し
に
大
い
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
推
測

総
資
産
の
う
ち
、
頂
り
分
を
除
い
た
自
己
資
本
の
割
合
の
小
な
る
こ
と
は
広
顛
家
の
―
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
文
化
、
文
政
期
は

自
己
資
本
マ
イ
ナ
ス
、
つ
ま
り
負
偵
が
総
資
産
を
超
え
て
い
る
年
が
多
い
。
天
保
六
(
-
八
三
五
）
年
か
ら
安
政
六
（
一
八
五
三
）
年
で

は
、
天
保
八
(
-
八
三
七
）
年
が
一
―

1
0
％
で
あ
っ
た
の
を
除
い
て
い
ず
れ
も
―

1
0
％
台
で
あ
る
。
万
延
以
降
は
一

0
％
台
で
し
か
な
い
。

三
印
で
は
、
安
政
年
間
ま
で
は
九

0
％
台
、
元
治
・
慶
応
年
間
で
も
八

0
％
台
、
⑯
が
寛
政
半
ば
ま
で
八

0
％
以
上
、
文
化
以
降
で
も
五

(
2
)
 

0
％
以
上
、
伊
豫
屋
が
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
九
五
％
、
嘉
永
年
間
八

0
％
台
、
安
政
・
文
久
年
間
で
七

0
％
台
と
比
べ
る
と
広
類
家

の
自
己
資
本
の
少
な
さ
が
は
っ
き
り
す
る
。
た
だ
、
千
原
家
で
は
文
化
後
半
よ
り
自
己
資
本
の
割
合
が
五

0
％
を
割
り
、
文
政
以
後
は
二

0
％
を
超
え
ず
、
慶
応
年
固
で
は
六
％
と
な
る
な
ど
、
広
瀬
家
と
国
じ
領
向
を
示
し
て
い
る
。
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貸
し
が
総
貸
附
額
の
五

0
％
を
超
え
た
の
が
四
三
年
、

を
含
む
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。

九
、
七

0
)
年
の
三
年
だ
け
で
、
四
一
年
間
は
九

0
%

台
で
あ
っ
た
。
貸
附
金
の
外
は
現
金
、
商
品
在
庫
お
よ

び
土
地
代
で
あ
る
。
土
地
代
は
内
容
的
に
は
貸
附
け
で

あ
っ
た
（
四
の
田
地
代
の
項
参
照
）
。

貸
附
け
は
大
別
し
て
在
町
貸
し
と
武
士
貸
し
（
大
名
貸

五
八
年
間
の
う
ち
在
町

四
0
％
を
超
え
た
の
が
四
七
年
あ
る
。
武
士
貸
し
が
五

0
％
を
超
え
た
の
は
一
三
年
、
四

0
％
以
上
で
も
二
四
年
で
あ
る
。
在
町
貸
し
が

武
士
貸
し
よ
り
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
に
は
幕
末
の
一
族
貸
し
が
若
干
あ
る
。

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

（
一
八
六

図 1 貸 附 金

広
瀬
家
の
経
営
の
中
心
は
貸
附
け
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
貸
附
金
が
「
貸
」
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

文
化
一

0
(
一
八
二
1
]
)

年
か
ら
明
治
四

一
）
年
ま
で
の
五
九
年
間
の
う
ち
、

政
一

0
(
一
八
二
七
）
年
と
明
沿
―
-
、
三

の 内

貸
附
金
の
割
合
が
八

0
％
に
満
た
な
か
っ
た
の
は
、
文

「
貸
」
に
占
め
る

（
一
八
七

に）

「
貸
」

訳

100 

在 町 貸

0
0
 

ク

50 50 

武 士 貸

他
人
資
本
に
依
存
し
た
経
営
は
積
極
的
な
経
営
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
の
多
く
が
役
所
公
金
預
り
や
大
名
預
り
で
あ
り
、
貸
附
の
大
き
な

部
分
が
大
名
貸
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
反
面
大
き
な
危
険
性
を
卒
ん
で
い
た
と
い
え
る
。

0 ~ 100 
％第第第第第第第第第第第第

I II IIINVVI"¥IJIVIIIIXXXI 趾

期期期期期期期期期期期期
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「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

周
辺
農
・
商
民

他
領
農
・
商
民

両
町
商
人
で
ぱ
豆
田
町
商
人
が
多
い
こ
と
ぱ
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
主
な
商
人
を
あ
げ
る
と
中
餡
屋
善
助
・
伊
豫
屋
儀
七
・
合
屋
七

右
衛
門
・
桝
屋
忠
右
衛
門
・
酢
屋
勘
三
郎
・
丸
屋
七
兵
衛
・
同
幸
右
衛
門
・
俵
屋
幸
六
・
嶋
屋
勘
吉
・
桝
屋
丈
右
衛
門
等
で
あ
る
。
隈
町

で
は
日
限
・
鍋
屋
・
京
屋
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
伊
豫
屋
（
手
嶋
）
儀
七
・
桝
屋
（
草
野
）
忠
右
衛
門
・
丸
屋

(
O
千
）
幸
右
衛
門
・
鍋
屋

◎
)
伊
左
衛
門
・
同
（
三
印
）
甚
左
衛
門
・
京
屋
（
山
田
）
は
掛
屋
で
あ
っ
た
し
、
他
も
い
ず
れ
も
日
田
の
宮
商
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

(
3
)
 

0
千
•
⑤
•
一
二
印
・
京
屋
は
同
時
に
大
口
の
預
け
主
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
富
商
へ
の
貸
附
け
は
仲
間
貸
し
に
類
す
る
富
商
名
義
の
貸
附

け
で
あ
っ
た
。
天
保
後
半
ー
弘
化
年
間
に
他
領
貸
し
が
両
町
近
在
貸
し
を
上
回
わ
っ
た
が
、
概
ね
両
町
貸
し
が
在
町
貸
し
の
主
流
を
な
し

周
辺
農
・
商
民
へ
の
貸
附
け
は
天
保
以
前
に
と
く
に
多
い
。
相
手
は
小
迫
村
藤
右
衛
門
・
用
松
村
瀕
兵
衛
・
上
井
手
村
惣
右
術
門
・
鶴

(
4
)
 

河
内
村
定
平
太
の
よ
う
に
庄
屋
ク
ラ
ス
や
関
村
行
徳
元
遂
・
鶴
河
内
村
井
上
善
八
の
よ
う
な
農
村
商
人
が
多
い
。
零
細
農
民
へ
の
直
接
貸

附
け
は
少
な
い
。
零
細
農
へ
の
貸
附
け
は
御
銀
貸
し
（
日
田
・
直
入
・
下
毛
の
各
郡
の
年
貢
銀
の
貸
し
）

他
領
貸
し
は
天
保
中
頃
に
急
増
し
、
両
町
近
在
貸
し
と
相
半
ば
す
る
。
弘
化
年
間
に
は
そ
れ
を
超
え
た
。
嘉
永
以
降
は
減
少
の
傾
向
に

と
っ
て
お
り
、
そ
の
額
は
決
し
て
多
く
な
い
。

て
い
た
。

Iヽ 口 ィ
両
町
商
人

在
町
貸
し
は
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

1

在
町
貸
し

・
村
方
貸
し
（
郷
貸
し
）
と
い
う
型
を
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豊
前
…
小
倉

豊
後
…
府
内

日

出

杵

築

森

竹

田

中
津

肥
後
：
熊
本

肥
前
…
田
代
（
対
馬
領
）
唐
津
鹿
鵡
大
村

筑
前
…
福
岡
秋
月

筑
後
：
・
久
留
米
柳
川

文
久
頃
か
ら
は
豊
前
小
倉
・
同
下
毛
郡
（
幕
領
）
、
豊
後
高
田
（
嶋
原
領
）
・
同
府
内
が
目
立
つ
。
田
代
へ
の
貸
附
け
は
皿
山
借
財
整
理
に

関
連
し
て
い
て
、
荒
木
一
族
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
喜
永
・
安
政
年
間
は
田
代
の
銀
会
所
お
よ
び
生
螺
会
所
の
経
営
に
タ
ッ
チ
し
た
時
期

で
あ
る
。
筑
前
へ
の
貸
附
け
は
弘
化
以
降
の
福
岡
藩
の
財
政
改
革
の
委
任
、
貸
附
け
と
関
係
し
、
恰
土
郡
の
は
新
田
開
発
と
関
係
し
て
い

る
。
豊
前
下
毛
郡
は
掛
屋
と
し
て
年
貢
銀
の
徴
収
に
当
っ
て
い
た
処
で
あ
り
、
豊
後
高
田
は
そ
の
地
先
が
呉
崎
新
田
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
広
瀬
家
の
他
領
農
商
民
へ
の
貸
附
け
は
大
名
貸
し
や
新
田
開
発
に
関
連
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
商
品
取
引
の

武
士
貨
し

武
士
貸
し
は
代
官
役
所
お
よ
び
若
干
の
武
士
へ
の
場
合
を
除
い
て
は
大
名
貸
し
で
あ
り
、

の
相
手
は

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

せ
ん
ざ
い

千
歳
（
延
岡
領
）

と
薩
隅
日
の
三
国
を
除
く
六
か
国
の
ほ
と
ん
ど
総
て
の
大
名
を
含
ん
で
い
る
。
大
藩
で
炭
係
の
な
か
っ
た
の
は
佐
賀
藩
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

2
 

関
係
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。

天
保
ー
安
政
は
筑
後
・
肥
前
田
代
へ
の
貸
附
け
が
多
く
、

あ
る
。

嘉
永
以
降
は
筑
前
（
福
岡
・
博
多
・
恰
土
郡
・
遠
賀
郡
・
鞍
手
那
）
が
ふ
え
る
。

そ
れ
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
大
名
貸
し
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(
5
)
 

広
瀬
家
が
用
達
と
な
っ
た
の
は
久
兵
衛
の
伯
父
、
平
八
の
代
で
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
政
元
（
一

(
6
)
 

八
一
八
）
年
「
銀
札
崩
れ
」
収
拾
の
功
に
よ
り
、
久
兵
衛
は
一
一
人
扶
持
を
加
え
ら
れ
五
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
天
保
一
―
-
（
一
八

(
7
)
 

三
―
-
）
年
、
藩
の
財
政
改
革
に
際
し
て
出
銀
を
引
受
け
五
人
扶
持
を
加
え
ら
れ
た
。
「
積
書
」
に
も
、
天
保
四
(
-
八
三
三
）
年
一
三
七

貫
弱
、
同
五
(
-
八
三
四
）
年
一
九
八
貫
弱
、
同
六
(
-
八
三
五
）
年
一
四
四
貫
余
と
、
多
額
の
貸
附
け
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
期
の

大
名
貸
し
の
過
半
は
府
内
藩
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
五
年
は
八
六
％
に
及
ぶ
）
。
（
一
八
四
0
)
年
よ
り
財
政
改
革
に
タ
ッ
チ

(
8
)

（

9
)
 

し
、
一
―
―
-
（
一
八
四
二
）
年
に
は
銀
札
場
・
i

延
会
所
・
生
蠍
会
所
の
経
営
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。
貸
附
け
も
天
保
九
(
-
八
一
1

一
八
）
年

以
降
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
ま
で
七
〇
貫
か
ら
一
六

0
貫
の
間
を
上
下
し
て
い
る
。
財
政
改
革
の
打
切
り
に
近
い
嘉
永
四
(
-
八
五

一
）
年
か
ら
安
政
五
(
-
八
五
八
）
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
零
に
近
い
が
、
同
六
（
一
八
五
九
）
年
以
降
は
文
久
元
(
-
八
六
一
）
年
の
三

0
0
貫
を
最
高
と
し
て
、
概
ね
二

0
0
貫
程
の
額
を
記
録
し
て
い
る
。
久
兵
衛
は
そ
れ
ま
で
年
に
一
一
、
三
度
ず
つ
府
内
に
出
向
い
て
い
た

が
、
万
延
元
(
-
八
六

0
)
年
以
降
定
駐
す
る
こ
と
に
な
る
。

(10) 

対
馬
領
田
代
天
明
―
―
-
（
一
七
八
三
）
年
八
月
、
平
八
が
用
達
と
な
っ
た
の
が
対
馬
藩
と
の
関
係
の
初
見
で
あ
る
。
文
化
―
一
（
一
八
一

(11) 

四
）
年
、
久
兵
衛
は
「
御
貸
附
金
二
付
」
き
「
勤
中
御
米
拾
弐
俵
」
を
う
け
、
天
保
二
(
-
八
三
一
）
年
、
皿
山
仕
法
に
よ
る
借
財
整
理

(12) 

を
引
受
け
、
同
六
(
-
八
三
五
）
年
「
久
兵
衛
一
生
御
米
五
俵
宛
被
成
下
」
さ
れ
た
。
「
積
書
」
に
は
天
保
二
(
-
八
三
一
）
年
は
一
七

貫
余
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翌
年
は
四
一
貫
余
、
翌
々
年
五
一
貫
余
と
年
を
追
っ
て
ふ
え
て
い
る
。
田
代
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
密

に
な
る
の
は
、
弘
化
元
(
-
八
四
四
）
年
に
銀
会
所
経
営
を
引
受
け
、
ま
た
嘉
永
五
（
一
八
四
八
）
年
に
生
蠍
会
所
経
営
に
タ
ッ
チ
す
る

(13) 

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
嘉
永
以
降
の
貸
附
額
は
ほ
と
ん
ど
の
年
で
一

0
0
貫
を
超
え
、
安
政
四
(
-
八
五
七
）
年
の
こ
と
き
は
銀

(14) 

会
所
の
出
資
銀
三
四
一
貫
余
を
含
め
四
四
六
貫
余
に
達
し
た
。
こ
の
他
先
述
の
在
町
貸
し
で
天
保
初
年
よ
り
嘉
永
年
間
に
か
け
て
、
荒
木

(15) 

一
族
を
巾
心
と
す
る
田
代
商
人
の
大
口
借
主
が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
実
質
的
に
は
大
名
貸
と
か
わ
ら
な
い
。

府
内
藩
「
積
書
」
よ
り
見
た
広
穎
家
の
経
営

同

こ
の
う
ち
主
な
相
手
は
府
内
•
田
代
・
福
岡
・
竹
田
・
小
倉
ー
と
く
に
前
三
者
で
あ
っ
た
。
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一
族
貸
し

主
な
相
手
は
⑨
博
多
屋
三
右
衛
門
（
久
兵
衛
弟
、
天
保
元
年
分
家
）
、
そ
の
養
子
吾
八
郎
、
養
孫
二
代
目
三
右
衛
門
（
幼
名
仁
蔵
）
で
あ
る
。

(20) 

初
代
三
右
衛
門
は
久
兵
衛
の
家
督
時
代
、
経
営
に
功
績
が
あ
り
本
家
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
貨
金
が
ふ
え
る
の
は
嘉
永

以
後
で
、
慶
応
三
(
-
八
六
七
）
年
は
三

0
0
貫
を
超
え
る
。
そ
の
多
く
は
櫨
・
楷
仕
入
代
で
あ
る
か
ら
年
末
か
ら
年
初
に
か
け
て
の
短

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

3
 

い
る
。

(16) 

福
岡
藩
幅
岡
藩
と
広
瀕
家
と
の
関
係
ぱ
天
保
初
年
「
御
勝
手
向
御
世
話
仕
候
」
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ

の
「
世
話
」
の
具
体
的
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
福
岡
藩
の
財
政
改
革
を
委
任
さ
れ
た
久
兵
衛
は
生
蟻
会
所

(17) 

の
改
革
を
進
言
し
、
そ
の
経
営
の
監
督
を
引
受
け
た
。
そ
の
際
多
額
の
出
資
を
し
た
と
い
わ
れ
る
が
「
栢
書
」
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
嘉

永
五
（
一
八
五
―
-
）
年
よ
り
の
財
政
改
革
に
関
し
て
貸
附
額
は
同
六
(
-
八
五
三
）
年
に
二

0
0
貫
台
に
の
り
、
安
政
―
―
-
（
一
八
五
六
）

(18) 

年
に
は
五
六
八
貫
余
に
お
よ
ん
だ
。
久
兵
衛
は
そ
の
功
に
よ
り
五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
。
同
六
(
-
八
五
九
）
年
七
月
、
調
達
金
元
利

四
八
七
貫
余
を
永
納
せ
し
め
ら
れ
、
三
七
人
扶
持
を
加
え
ら
れ
た
も
の
の
、
同
年
正
月
の
自
己
資
本
は
三
六
六
貫
し
か
な
く
、
久
兵
衛
よ

り
の
出
資
を
仰
い
で
難
局
を
切
抜
け
ざ
る
を
得
な
い
有
様
た
っ
た
。
慶
応
二
(
-
八
六
六
）
年
に
は
軍
費
調
達
を
命
ぜ
ら
れ
て
五

0
五
貫

こ
の
関
係
は
そ
れ
程
深
く
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
文
政
ー
天
保
に
少
額
の
貸
附
け
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
に

至
り
一

0
0貫
台
の
軍
費
の
調
達
を
行
な
っ
た
。
こ
の
軍
費
は
第
二
次
長
州
征
伐
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
代
官
の
命
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(19) 

竹
田
藩
明
和
六
（
一
七
七

0
)
年
用
逹
と
な
っ
た
と
い
う
。
幕
末
に
七
六
八
貫
の
貸
附
け
を
行
な
っ
た
外
は
僅
少
で
あ
る
。
こ
の
貸

金
は
慶
応
三
(
-
八
六
七
）
年
に
一
旦
返
済
さ
れ
た
が
、
明
治
四
(
-
八
七
一
）
年
に
は
又
々
金
一
万
五
千
両
（
銀
九
六
0
貫
）
を
貸
し
て

小
倉
藩

の
貸
附
け
を
な
し
た
。

-157-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



商
品
在
庫
は
米
が
主
で
他
に
は
綿
•
生
蠍
・
赤
油
等
が
若
干
み
え
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
「
貸
」
に
占
め
る
割
合
が
も
っ
と
も
高
か
っ

た
の
は
文
政
―
二
(
-
八
二
九
）
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
八
％
強
（
金
額
に
し
て
―

1
0
貫
弱
、
米
の
一
―
―
―
1
0
石
程
）
で
し
か
な
い
。
文
政
・

天
保
期
の
商
品
在
庫
は
意
外
と
少
な
い
（
二
％
以
下
で
在
庫
の
記
載
な
い
年
も
多
い
）
。
文
政
八
(
-
八
二
五
）
年
の
中
城
河
岸
の
開
設
後
も

商
品
在
庫
が
目
立
た
な
い
の
は
、
久
兵
衛
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
城
河
岸
は
年
貢
輸
送
の
機
能
は
有
し
た
が
商
品
流
通
の
そ
れ
を

持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
の
商
品
在
庫
は
米
だ
け
で
、
そ
の
量
は
三
五

0
石
程
で
あ
る
が
、
八
六

石
余
の
小
作
米
を
除
け
ば
福
岡
藩
よ
り
の
扶
持
米
が
多
い
。

広
瀕
家
の
土
地
所
有
は
「
前
ミ
か
持
高
之
分
」
が
天
保
六
(
-
八
三
五
）
年
で
屋
敷
五
か
所
、
田
畑
高
五
九
石
八
斗
七
升
弐
合
弐
勺
、

こ
の
定
米
大
豆
一
三
二
石
一
斗
四
升
で
あ
っ
た
。
同
五
（
一
八
三
四
）
年
の
質
地
は
銀
二
六
貫
余
（
高
不
明
）
で
あ
っ
た
。
嘉
永
三
（
一

八
五

0
)
年
以
降
の
質
地
は
銀
三
―
二
貫
余
、
高
に
し
て
凡
そ
七
、
八

0
石
、
定
米
は
一

1
]
0
0石
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

と
に
よ
る
。

（三）

「
預
」

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

期
貸
附
け
と
思
わ
れ
る
。
他
面
で
は
文
久
以
降
本
家
へ
の
預
け
が
一

0

0
貫
を
超
え
て
い
る
。

こ
の
他
は
比
較
的
少
額
の
貸
附
け
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
に
久
兵
衛
・
源
兵
衛
名
義
の
も
の
が
あ
り
、
後
述
の
一
族
預
り
と
考

え
合
わ
せ
て
、
家
計
と
経
営
の
分
離
が
推
測
さ
れ
る
。

「
貸
」
の
う
ち
貸
附
け
を
除
け
ば
有
金
、
商
品
在
庫
お
よ
び
土
地
で
あ
る
。

現
金
の
手
持
ち
は
安
政
年
間
よ
り
や
や
ふ
え
る
が
、
そ
れ
以
前
は
ご
く
少
な
い
。
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
金
貨
の
保
有
が
多
く
な

り
、
慶
応
元
(
-
八
六
五
）
年
で
は
そ
の
九

0
％
以
上
が
金
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
口
の
在
町
貸
し
や
大
名
貸
し
が
金
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
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4
 

「
栢
書
」
よ
り
見
た
広
源
家
の
経
営

ー 一
族
預
り

3

在
町
預
り

2
 
ー る。め
て
重
要
で
あ
る
。

代
官
役
所
公
金
預
り

武
士
預
り

（
一
八
一
四
）
年
よ
り
明
治
四
(
-
八
七
一
）
年
ま
で
の
互
九
年
間
の
う
ち
、

役
所
公
金
預
り

(21) 

広
瀬
家
は
早
く
か
ら
日
田
代
官
の
掛
屋
を
勤
め
て
い
た
の
で
、
常
に
役
所
公
金
を
預
っ
て
い
た
。
こ
れ
の
「
預
」
総
額
に
占
め
る
割
合

は
非
常
に
大
き
い
。
文
化
―
―

年
、
四

0
％
台
が
九
年
、
一
110
％
台
が
一
四
年
と
1

―1
0
か
年
が
一
―

1
0
％
以
上
を
占
め
る
。

こ
の
内
容
は
助
合
穀
銀
、
年
貢
銀
、
御
用
金
銀
そ
の
他
で
あ
る
。
文
政
八
(
-
八
二
五
）
年
ま
で
は
助
合
穀
銀
が
主
で
あ
る
が
、
同
九

(22) 

（
一
八
二
六
）
年
以
降
は
単
に
「
役
所
か
」
の
拝
借
や
「
船
役
銀
」
禎
り
が
ふ
え
る
。
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
以
降
は
年
貞
銀
が
中
心

を
な
す
。
文
久
三
(
-
八
六
一
1

I)

ー
慶
応
元
(
-
八
六
五
）
年
に
は
巨
額
の
御
用
金
銀
が
み
え
、
慶
応
元
(
-
八
六
五
）
年
で
は
五
六
〇

貫
に
お
よ
ぶ
。
同
三
(
-
八
六
七
）
年
の
年
貢
銀
預
り
は
一

0
0
0貫
に
近
い
。

「
預
」
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ

体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
経
営
の
分
析
に
と
っ
て
極

た
こ
と
を
先
に
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
預
」
の
実

た
こ
と
、

つ
ま
り
そ
れ
が
多
く
の
「
預
」
に
よ
っ
て
い

広
瀬
家
の
経
営
に
お
い
て
自
己
資
本
が
僅
少
で
あ
っ

図 2 「預」 の 内 訳

100 

50 

0
%
 

50 

五
0
％
を
超
え
る
の
が
七

武 ± 預
0 ~ 100 
％ 
第第第第第第第第第第第第

I II Ill N V 11 ¥'IIVlll!XXXI 趾
期期期期期期期期期期期期

（註）武士預の内点線は公金預を示す
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「
禎
益
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

そ
れ
ら
の
年
利
率
は
助
合
穀
銀
の
場
合
が
六
％
程
度
、
「
役
所
ぷ
」
や
「
船
役
銀
」
は
頷
利
子
で
あ
る
。
年
貴
銀
は
一
―
-
•
六
％

I

―
ニ

％
で
あ
る
が
、
天
保
一
三
(
-
八
四
二
）
年
以
降
は
一

0
％
を
超
え
る
も
の
が
な
く
、
嘉
永
年
間
は
六
％
、
安
政
年
間
は
四
・
八
％
、
文

久
・
元
治
年
間
は
三
・
六
％
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
利
率
逓
減
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
他
方
無
利
子
の
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
元
治
元

ニ
ニ
八
貫
が
無
利
子
で
あ
る
。
慶
応
年
間
は
ほ
と
ん
ど
が
無
利
子
で

（
一
八
六
四
）
年
で
は
一
八
四
貫
が
一
1

一
・
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

あ
る
。
御
用
金
銀
も
過
半
は
熊
利
子
で
、
利
付
き
も
一
―

-l四
％
の
低
利
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
低
利
で
巨
額
の
役
所
公
金
の
預
り
が
広
源

家
の
経
営
を
支
え
る
太
い
柱
の
一
っ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

武
士
預
り

武
士
預
り
が
「
預
」
の
う
ち
に
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の
は
文
政
ー
天
保
の
半
、
弘
化
ー
嘉
永
初
、
安
政
初
年
で
三

0
％
を
超
え
た
の

文
政
年
間
の
武
士
預
り
は
府
内
藩
と
代
官
所
元
メ
早
川
兵
内
よ
り
の
も
の
で
あ
る
。
久
兵
衛
は
文
政
元
(
-
八
一
八
）
、
府
内
藩
の
「
銀

札
崩
れ
」
収
拾
の
功
に
よ
り
二
人
扶
持
を
加
え
ら
れ
て
い
て
、
銀
札
場
へ
出
銀
し
て
い
る
。
府
内
藩
よ
り
の
預
り
は
銀
札
場
準
備
金
の
う

ち
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
早
川
兵
内
よ
り
の
預
り
は
資
金
欠
乏
の
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
が
、
。

(24)

（

25) 

弘
化
ー
喜
永
の
預
り
は
府
内
藩
筵
札
の
回
収
分
と
田
代
銀
会
所
準
備
金
で
あ
る
。
前
者
は
五
か
年
の
平
均
が
一
―

0
貫
余
で
無
利
子
で

あ
る
。
後
者
は
嘉
永
の
一
二
か
年
の
平
均
が
約
一
三
五
貫
、
利
率
は
九
・
六
％
で
あ
る
。

安
政
年
間
の
預
り
も
主
と
し
て
府
内
藩
筵
会
所
・
銀
札
会
所
よ
り
の
預
り
と
、
田
代
銀
札
会
所
の
準
備
金
預
り
で
あ
る
。
前
者
は
と
く

に
安
政
の
四
か
年
の
平
均
が
一
三
一
1

一
貫
、
利
率
約
六
％
、
後
者
は
六
か
年
の
平
掏
が
二

0
0
貰
を
超
え
、
利
率
は
一

0
％
弱
で
あ
る
。

万
延
冗
(
-
八
六

0
)
年
以
降
も
「
預
」
に
占
め
る
率
こ
そ
低
い
が
一
五
〇
貫
ー
ニ
五
〇
貫
の
主
と
し
て
福
岡
藩
か
ら
の
預
り
が
あ

る
。
こ
れ
は
安
政
六
(
-
八
五
九
）
年
に
福
岡
藩
へ
の
調
達
銀
元
利
四
八
七
貰
を
永
納
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
、
歎
願
し
て
拝
惜
し
た
も
の

は
三

0
か
年
で
あ
る
。

2
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一
族
預
り
は
全
期
間
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
が
、

で
、
全
「
預
」
の
三

0
％
を
超
え
た
。

兵
衛
実
父
）

預
り
先
は
久
兵
衛
・
源
兵
衛
•
五
兵
衛
（
源
兵
衛
養
子
）
を
初
め
、
淡
窓
・
旭
荘
•
青
村
・
林
外
．
の
ぶ
（
淡
窓
安
）
等
咸
宜
園
関
係
者
、

分
家
の
三
右
衛
門
（
久
兵
衛
弟
）
．
―
-
代
目
三
右
衛
門
（
初
代
三
右
術
門
養
孫
）
・
久
右
衛
門
（
源
兵
衛
長
男
）
・
久
三
郎
（
久
兵
衛
従
兄
弟
、
源

•
平
八
（
二
代
三
右
衛
門
弟
、
源
兵
衛
蓑
子
）
等
多
数
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
久
兵
衛
・
ニ
代
目
三
右
衛
門
・
咸
宜
園
関
係
の
若

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

4
 
一
族
預
り

在
町
商
・
農
民
よ
り
の
預
り
が
比
較
的
多
か
っ
た
時
期
は
、
文
政
末
ー
天
保
と
、
安
政
—
文
久
期
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
七
か
年
は
総

「
預
」
の
一
1-0
％
を
超
え
た
。
こ
れ
ら
は
役
所
公
金
頚
り
が
減
少
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
天
保
以
前
で
は
鍋
藤
、
含
ら
両
町
商
人

が
主
で
、
と
く
に

0
千
よ
り
の
借
入
が
多
い
。
安
政
ー
文
久
で
は
俵
屋
藤
四
郎
、
丸
屋
与
次
兵
衛
ら
両
町
商
人
と
並
ん
で
玖
珠
郡
の
麻
生
家

（
平
八
の
孫
相
良
伊
織
が
麻
生
春
畦
の
養
子
と
な
り
、
伊
織
の
妻
が
久
兵
衛
の
妹
で
、

に
あ
る
）
が
目
立
つ
。

（
初
）

両
町
商
人
よ
り
の
預
り
に
は
仲
閻
貸
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
経
営
資
金
が
不
足
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
土
地
を
質
入
れ
し
て
の
借
人

(28) 

も
あ
る
。 3

在
町
預
り

こ
の
他
に
融
通
講
掛
金
預
り
が
あ
り
、
文
政
―
二
(
-
八
二
九
）
年
ー
天
保
五
(
-
八
三
四
）
年
に
か
な
り
の
節
を
占
め
て
い
る
。
年

(27) 

利
率
は
一

0
％
余
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
名
相
手
の
講
で
、
大
名
預
り
で
あ
る
。

(26) 

で
無
利
子
で
あ
る
。

と
く
に
高
率
を
占
め
た
の
は
安
政
―
―
―

（
一
八
五
六
）

（
一
八
六
三
）

年

そ
の
子
五
兵
衛
は
源
兵
衛
の
壺
子
と
な
る
な
ど
、
広
瀬
と
深
い
関
係

0
千

年
ー
文
久
三
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註

た
。
当
初
は
そ
の
資
金
を
本
家
の
資
金
に
拠
っ
た
が
、

(31) 。

ぷ
ノ 元

金
三
千
両
（
飯
一
九
二
貫
）
を
出
し
て
い
る
。

「
積
嚇
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

同
一
二
年
以
降
は

咸
宜
園
関
係
の
う
ち
に

(29) 

久
兵
衛
の
預
け
は
天
保
―
-
（
一
八
三
一
）
年
が
初
見
で
、
隠
居
料
三
貫
目
で
あ
る
。
同
六
(
-
八
三
五
）
年
に
は
別
に
一
〇
貫
の
預
け

が
あ
り
、
嘉
永
三
(
-
八
五

0
)
年
に
は
六
四
貝
が
あ
る
。
安
政
六
(
-
八
五
九
）
年
福
岡
藩
へ
の
調
達
金
の
永
納
を
命
ぜ
ら
た
時
、
手

「
積
書
」
に
は
文
久
以
降
、
一
一
｛
三
百
貫
に
お
よ
ぶ
預
け
が
面
載
さ
れ
て
い
る
。
天
保
元

（
一
八
三

0
)
年
、
久
兵
衛
は
家
督
を
源
兵
衛
に
譲
っ
て
後
、
積
極
的
に
府
内
・
田
代
・
福
岡
等
の
領
主
財
政
の
恢
へ
と
び
込
ん
で
行
っ

本
家
へ
の
利
払
い
以
外
の
儲
け
を
手
元
金
と
し
て
蓄
積
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

1
0
0
貫
を
超
え
る
。

三
右
衛
門
よ
り
の
預
り
は
文
久
元
(
-
八
六
一
）
年
よ
り
目
立
ち
、

(32) 

は
、
咸
宜
園
の
経
営
基
金
の
預
り
が
み
ら
れ
る
。
源
兵
衛
名
義
の
預
り
は
天
保
四
(
-
八
三
三
）
年
か
ら
み
え
る
。
当
初
は
ご
く
少
額
で

あ
っ
た
が
、
安
政
頃
よ
り
ふ
え
、
慶
応
三
(
-
八
六
七
）
以
降
は
六
四
貫
に
お
よ
ぶ
。
経
営
と
家
計
の
分
離
を
示
す
。

利
率
は
こ
く
大
ま
か
に
い
っ
て
、
弘
化
初
ま
で
は
八

-
1
0
%
、
弘
化
末
か
ら
安
政
は
六
ー
八
％
と
若
干
の
低
下
を
み
る
が
、
安
政
年

閲
、
久
兵
衛
よ
り
の
大
口
預
り
が
あ
っ
て
ま
た
八
ー
一

0
％
と
上
昇
し
た
。
慶
応
年
間
の
咸
宜
園
預
り
四
八
貫
は
一
五
％
と
著
る
し
く
高

い
。
安
政
ま
で
は
大
名
預
り
、
在
町
預
り
よ
り
低
い
が
、
安
政
以
降
は
一
般
並
で
あ
る
。

(
1
)
前
掲
抑
稿

(
2
)
前
掲
篠
藤
論
文

(
3
)

日
田
商
人
達
は
大
名
や
商
人
へ
の
大
口
の
貸
附
け
に
際
し
て
連
合
で
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
連
合
に
よ
っ
て
大
口
の
貸
附
け
を
可
能

に
し
、
ま
た
焦
付
き
の
際
の
危
険
の
分
散
を
は
か
り
安
全
を
保
つ
こ
と
で
あ
っ
た
（
遠
藤
正
男
前
掲
書
一
六
0
頁
以
降
）
。
広
瀬
家
の
「
積
害
」

干
が
主
で
、
他
は
少
額
の
預
金
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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(
4
)
庄
屋
定
平
太
家
の
分
家
で
、
櫨
実
等
の
仲
買
と
酒
造
を
業
と
し
、
近
郷
き
っ
て
の
富
豪
で
あ
っ
た
（
一
一
の
註

(10)
拙
稿
）
。

(
5
)

「
広
瀬
家
譜
」

(
6
)

（7
)

「
府
内
藩
用
達
扶
持
文
書
」
（
広
瀬
家
蔵
）

(
8
)

「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
四
＋
1

一
、
前
掲
安
藤
論
文

(
9
)
前
掲
原
田
論
文
、
安
藤
保
前
掲
論
文

(10)

「
対
州
藩
用
達
扶
持
文
書
」
（
広
瀬
家
蔵
）
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
、
淡
窓
は
大
宰
府
か
ら
の
帰
途
、
田
代
に
立
寄
り
梁
井
勘
治
、
荒
木
次

平
治
の
両
家
に
数
日
止
宿
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
「
梁
井
荒
木
ノ
ニ
子
。
先
考
卜
交
リ
深
シ
。
（
略
）
次
平
治
ノ
父
ヲ
次
郎
左
衛
門
卜
云
フ
。

荒
木
ノ
家
ヲ
起
セ
シ
人
ナ
リ
。
」
（
「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
四
）
と
述
べ
て
い
て
、
広
瀬
家
と
梁
井
・
荒
木
両
家
と
の
深
い
関
係
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
は
広
蝦
家
が
仲
介
商
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
う
が
、
田
代
と
広
瀬
家
の
関
係
は
こ
う
し
た
商
取
引
き
が
前
掲
に
あ
っ
て
始
め

て
理
解
で
き
る
。

(11)

（12)
前
掲
長
野
論
文

(13)
作
道
前
掲
書
第
五
章
、
お
よ
び
長
野
前
掲
論
文
。

(14)
安
政
三
年
「
筑
前
秋
月
札
大
変
動
二
付
、
当
会
所
両
替
多
数
二
相
成
」
り
、
銀
会
所
準
備
金
四
千
両
（
銀
二
五
六
貫
）
の
外
、
五
―
―
―
四

0
両

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
嘗

と
あ
る
。

．．
 未
十
二
月
元

一
同
一
―
一
貫
五
百
目
府
内
貸

鍋
屋
口
加
人
」

．．．．．． 
未
十
月
元

（

銀

）

（

久

留

米

）

一
同
弐
貫
五
百
目
同
所
か
し

隈
町
貸
加
入
弐
口

に
も
例
え
ば
文
政
七
年
に

「
諸
方
貸
附
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(25) 

「
禎
吾
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

（
銀
一
二
四
一
貫
余
）
を
借
入
れ
た
（
作
道
前
掲
害
）
。

(15)
例
え
ば
、
弘
化
元
年
銀
会
所
の
経
営
を
引
受
け
た
時
、
荒
木
一
族
、
梁
井
勘
治
、
門
司
金
十
郎
は
連
名
で
銀
札
九
七
貫
四
百
目
（
此
引
替
金
一

四
0
0
両
）
の
久
兵
衛
・
源
兵
衛
宛
の
証
文
を
提
出
し
た
。
弘
化
二
年
の
「
積
書
」
の
「
利
付
銀
貸
」
の
項
に
、
「
辰
三
月
詰
同
一
二
拾
六
貫

四
百
八
拾
目
犀
銀
札
会
所
荒
木
繁
右
衛
門
」
、
「
同
九
月
元
同
弐
拾
三
貫
五
百
五
拾
弐
匁
同
荒
木
親
類
中
尼
勘
口
」
等
々
、
荒
木
一
族

へ
の
貸
附
け
が
見
え
る
。

(16)

「
福
岡
藩
用
達
扶
持
文
書
」
（
広
瀕
家
威
）

(17)
遠
藤
前
掲
書
後
篇
第
三
章
第
三
節

(18)

「
福
岡
藩
用
達
扶
持
文
書
」

(19)

「
広
瀬
家
譜
」

(20)
本
稿
六
参
照

(21)
広
瀬
家
が
掛
屋
と
な
っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
広
瀬
家
譜
」
巻
下
に
先
代
源
兵
衛
が
「
官
府
に
も
出
入
仕
玉
ひ
し
な
り
」
と
記
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
正
徳
・
享
保
の
頃
と
思
わ
れ
る
。

(22)
文
政
八
年
よ
り
中
城
・
竹
田
の
両
河
岸
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
川
船
の
運
上
で
あ
る
。

(23)
早
川
兵
内
は
代
官
三
河
口
太
忠
の
筆
頭
元
メ
で
あ
り
、
「
器
総
ア
ル
人
ナ
リ
。
」
「
府
中
ノ
事
。
大
小
ト
ナ
ク
。
皆
コ
ノ
人
ノ
手
二
出
テ
タ
リ
。
」

等
「
懐
旧
楼
筆
記
」
に
し
ば
／
＼
記
さ
れ
て
い
る
。
広
瀬
家
と
の
密
接
な
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。

(24)

「
辰
已
両
年

（
銀
）

一
同
百
一
二
拾
四
貫
四
百
目

府
内
様
ふ

筵
札
拝
借

高
札
四
百
貰
目
之
内
弐
拾
弐
貫
目
は

非
常
備
引
残
罹
残
金
弐
千
両
代
」

（
弘
化
三
年
「
積
書
」
）

「
未
十
二
月
詰

一
金
千
百
両
会
所
よ
り
胴
金
之
内
優
分
有
之

□田
え
預
ケ
込

但

利

付

極

ニ

メ

会

所

え

受

取

」
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(26) 

（
広
瀕
家
蔵
「
鋸
会
所
一
条
二
付
願
書
」
）

「
無
利
足
拝
借
金

未
十
一
月
廿
二
日

（

銀

）

（

筑

前

）

一
同
百
弐
貫
六
百
弐
匁
弐
歩
八
厘
御
同
所
様

但
御
当
用
方
調
達
金
永
納
二
付
拝
借
金
一
一
千
両
之
内
R
分
引
残
千
六
百
三
拾
六
両
四
合
申
年
か
年
M

返
納
残

申
六
月
十
二
日

一

銀

六

四

貫

目

御

同

所

様

但
右
歎
願
二
付
金
千
両
拝
借
之
分

」

（
文
久
元
年
「
積
書
」
）

(27)
例
え
ば
、
弘
化
二
年
、
田
代
荒
木
へ
の
貸
し
の
た
め
に

0
千
、
桝
忠
よ
り
六
貫
四

0
0
目
宛
借
入
れ
て
い
る
等
々
。

(28)
天
保
七
年
、
三
郎
丸
村
嘉
作
に
友
田
村
田
地
を
質
入
れ
し
て
一
一
貫
余
を
、
同
十
年
に
は
伊
豫
屋
伝
七
よ
り
同
じ
く
三
貫
六

0
0
目
余
の
借
入
が

あ
る
。

(29)

「
卯
正
月
元

（銀）

一

同

三

貫

目

久

兵

衛

別

段

物

月

壱

弐

五

」

天
保
五
年
の
「
積
書
」
に
は
そ
の
利
足
（
月
一
・
ニ
五
％
）
を
「
年

u
小
遣
二
立
用
」
と
註
記
し
て
い
る
。

(30)
こ
の
他
に
、
文
久
元
年
「
積
書
」
に
、

「
銀
八
拾
貫
目

隠
居
手
元
が
預
り
世
候
分
当
正
月
本
家
店
卸
二
相
加
此
処
引
之
」

と
、
嘉
永
六
年
預
り
分
を
本
家
会
計
に
繰
入
れ
て
い
る
。

(31)
例
え
ば
、
府
内
藩
筵
会
所
の
経
営
を
引
受
け
た
時
、
そ
の
利
益
の
一
割
を
受
取
る
取
り
き
め
が
あ
っ
た
。
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
の
筵
会
所

の
総
利
益
は
銀
一
宜
〇
貫
余
で
あ
っ
た
か
ら
、
久
兵
衛
は
一
五
貫
余
を
手
元
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
る
（
安
藤
保
前
掲
論
文
）
。

(32)
弘
化
二
年
、
本
家
の
田
代
荒
木
へ
の
貸
附
け
に
、
淡
窓
名
義
で
一
二
右
衛
門

・
O
千
．
桝
忠
と
と
も
に
飯
九
貫
六

0
0
目
を
月
一
％
の
利
で
出
金

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営
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広

瀬

家

の

経

営

の

性

格

広
瀬
家
の
経
営
は
、
日
高
利
貸
経
営
で
あ
る
。
文
化
以
降
、
総
資
産
中
に
占
め
る
貸
附
金
の
割
合
は
概
ね
八

0
％
を
超
え
て
い
た
。
そ

し
て
、
口
自
己
資
本
の
保
有
が
少
な
く
、
他
人
資
本
に
大
ぎ
く
依
存
し
て
い
た
。
自
己
資
本
が
総
資
産
の
一
―

1
0
％
を
超
え
た
の
は
天
保
八

（
一
八
三
七
）
年
だ
け
で
、
万
延
以
降
は
―

-
0
％
を
超
え
な
か
っ
た
。
曰
武
士
経
済
と
密
着
し
て
い
た
。
貸
附
け
の
相
当
部
分
が
大
名
貸

で
あ
っ
た
し
、
預
り
の
大
部
分
が
代
官
役
所
や
大
名
よ
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
大
名
貸
し
は
在
町
貸
し
と
並
ん
で
高
利
貸
経
営
の
柱
で
あ

っ
た
し
、
武
士
よ
り
の
預
り
が
経
営
を
支
え
て
い
た
。

し
か
し
、
広
頴
家
の
経
営
の
最
大
の
特
徴
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

た
。
す
な
わ
ち
、
府
内
・
田
代
・
福
岡
の
財
政
整
迎
、
生
蠍
・
青
延
の
専
売
制
へ
の
タ
ッ
チ
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
隈
町

の
山
田
家
・
森
家
の
一
族
と
は
勿
論
の
こ
と
、
豆
田
町
の
千
原
家
と
も
ぎ
わ
だ
っ
た
対
照
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
広
瀬
家
の
経
営
の
性
格
は
久
兵
衛
の
経
営
姿
勢
に
よ
っ
て
い
た
。
久
兵
衛
は
寛
政
―
-
（
一
七
九

0
)
年
八
月
、
一
1

一
郎
右
衛

門
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
兄
は
求
馬
（
淡
窓
）
、
次
兄
は
庄
三
郎
で
あ
る
。
求
馬
は
学
問
の
道
を
志
し
、
庄
三
郎
は
早
世
し
た
の

で
、
三
郎
右
衛
門
は
久
兵
衛
を
し
て
家
を
嗣
が
し
め
ん
と
し
て
、
文
化
八
（
一
八
―
一
）
年
、
妻
ゆ
い
の
死
去
を
機
に
「
南
家
二
移
リ
住
シ

テ
。
家
政
ヲ
正
蔵
（
引
用
者
註
ー
久
兵
衛
）
二
付
シ
」
た
。
し
か
し
「
官
府
ノ
方
ハ
。
猶
父
子
連
名
」
で
つ
と
め
た
。
文
化
―
―
-
（
一
八
一

五
）
年
―
二
月
、
久
兵
衛
が
家
督
を
相
続
し
て
、
三
郎
右
衛
門
は
「
全
ク
閑
居
ノ
身
」
と
な
っ
た
。

久
兵
衛
が
家
を
嗣
い
だ
文
化
年
間
は
、
先
述
の
よ
う
に
広
瀬
家
の
み
な
ら
ず
、
日
田
商
人
た
ち
の
経
営
の
低
迷
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ

(
2
)
 

う
に
衰
退
し
た
経
営
を
立
て
直
す
こ
と
が
久
兵
衛
に
与
え
ら
れ
た
任
務
で
あ
っ
た
。
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
の
玖
珠
川
舟
運
開
発
は
経

営
を
一
挙
に
拡
大
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
所
詮
そ
れ
は
空
し
か
っ
た
。
以
後
、
経
営
の
方
針
を
武
士
と
密
着
し
た
型
で
新
田
開

六

し
て
い
る
例
が
あ
る
。
井
上
義
己
「
咸
宜
園
の
財
政
」

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
穎
家
の
経
営

そ
の
経
営
が
武
士
経
済
に
深
く
干
与
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ

（
「
日
本
歴
史
」
二
七
六
号
）
参
照
。
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モ
。
其
恩
義
士
大
夫
ノ
緑
ヲ
食
ム
者
二
異
ナ
ラ
ス
。

発
お
よ
び
貨
附
け
に
絞
っ
て
行
っ
た
。

(
3
)
 

こ
の
よ
う
な
久
兵
衛
の
経
営
姿
勢
は
、
文
政
九
(
-
八
二
六
）
年
の
春
の
郡
代
塩
谷
大
四
郎
の
新
田
開
発
計
画
に
際
し
て
の
久
兵
衛
と

兄
淡
窓
、
弟
伸
平
（
三
右
衛
門
）
と
の
意
見
の
対
立
の
中
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
淡
窓
と
伸
平
が
、
さ
ぎ
の
尾
ヶ
瀬
井
路

「
当
時
二
於
テ
ハ
。
民
カ
ヲ
労
シ
。
民
財
ヲ
費
ス
コ
ト
。
誠
二
菓
大
ナ
リ
。
故
二
庶
民
怨
嵯
ノ
声
村

ミ
ニ
満
チ
。
呪
阻
ノ
語
家
こ
二
起
レ
リ
。
今
又
此
役
ヲ
始
メ
玉
フ
。
其
事
ノ
大
ニ
シ
テ
且
難
キ
コ
ト
。
新
溝
二
敷
倍
セ
リ
。
余
襄
二
明
府

ノ
人
ト
ナ
リ
ヲ
察
ス
ル
ニ
。
進
取
二
勇
ニ
シ
テ
。
前
後
ノ
慮
ナ
ク
。
多
事
ヲ
好
ン
テ
。
成
功
少
シ
。
新
田
ノ
役
。
成
功
ア
ラ
ン
コ
ト
。
万

M
覚
束
ナ
シ
。
若
シ
久
シ
キ
ヲ
経
テ
成
ル
コ
ト
ナ
ク
ン
ハ
。
下
民
ノ
怨
恨
マ
ス
！
＼
深
カ
ラ
ン
。
」
、
そ
の
結
果
「
破
家
散
財
」

於
ノ
禍
」
の
ふ
り
か
か
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
口
実
を
設
け
て
こ
の
役
を
さ
け
る
こ
と
を
す
す
め
た
の
に
対
し
て
、
久
兵
衛
は
「
事
情
ノ

帰
ス
ル
所
。
誠
二
尊
諭
ノ
如
シ
。
抑
某
紡
髪
ヨ
リ
官
府
二
出
人
シ
。
羽
倉
。
三
河
口
両
公
ヲ
経
テ
。
一
一
十
年
二
及
ヘ
リ
。
然
レ
ト
モ
。
蔽
ミ

ト
シ
テ
。
喩
等
卜
伍
ヲ
ナ
ス
ノ
ミ
ナ
リ
。
当
明
府
二
至
ッ
テ
。
之
ヲ
戯
十
百
人
ノ
内
ヨ
リ
抜
擢
シ
テ
。
命
ス
ル
ニ
重
任
ヲ
以
テ
シ
。
平
日

衣
ヲ
解
イ
テ
我
二
衣
セ
。
食
ヲ
推
シ
テ
我
二
典
へ
玉
フ
コ
ト
。
知
己
ノ
恩
。
報
イ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
且
我
父
ヲ
以
テ
。
三
老
ノ
冠

ト
ナ
シ
。
恭
敬
ノ
礼
。
甘
旨
ノ
奉
。
師
僻
二
越
ニ
タ
リ
。
是
我
父
ノ
徳
義
ニ
ョ
ル
ト
ハ
印
シ
ナ
カ
ラ
。

―
ッ
ハ
某
ヲ
シ
テ
其
死
カ
ヲ
尽
サ

シ
メ
ン
カ
為
ナ
リ
。
又
我
父
ノ
家
ヲ
某
二
譲
リ
玉
フ
時
。
自
ラ
命
シ
テ
ノ
玉
ヒ
ケ
ル
ハ
。
当
県
ノ
官
府
二
出
入
ス
ル
者
多
シ
。
特
時
勢
ヲ

ハ
カ
リ
テ
。
利
ア
レ
ハ
進
ミ
。
不
利
ナ
レ
ハ
退
ク
。
是
家
二
外
ノ
産
業
ア
ル
故
ナ
リ
。
我
家
ハ
シ
カ
ラ
ス
。
他
ノ
産
ナ
シ
。
只
官
府
二
事

庶
人
卜
雖

フ
ル
ノ
ミ
ヲ
以
テ
業
ト
セ
リ
。
故
二
我
身
ョ
リ
シ
テ
。
妻
子
二
及
フ
迄
。

累
世
軍
忍
ノ
主
君
卜
思
フ
ヘ
シ
。
必
一
時
ノ
利
害
ヲ
以

テ
。
進
退
ヲ
ナ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
明
府
ハ
更
代
シ
玉
フ
ト
モ
。
ソ
ノ
時
ニ
ア
タ
ル
人
。
郁
我
ヵ
君
ナ
リ
。
我
力
恩
人
ナ
リ
。
我
百
歳
ノ
後
タ

リ
ト
モ
。
汝
若
シ
宜
府
二
対
シ
テ
。
踪
意
ヲ
襖
ク
コ
ト
ア
ラ
ン
ニ
ハ
。
荻
汝
力
祭
ヲ
受
ケ
ズ
ト
ノ
玉
ヘ
リ
。
要
ス
ル
ニ
。
当
時
ノ
事
情
。

(
4
)
 

崎
虎
ノ
勢
。
必
下
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
ト
云
フ
者
ナ
リ
ト
テ
。
」
新
田
開
発
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
決
忘
し
た
の
で
あ
る
。

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

の
開
発
事
業
（
文
政
八
年
完
成
）
で
、

汝
宜
シ
ク
官
府
ヲ
以
テ
。 一
衣
一
飯
。
皆
官
府
ノ
賜
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。

す
な
わ
ち
、

「
遠
島
追
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「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

淡
窓
は
、
着
任
以
来
、
機
会
あ
る
ご
と
に
臣
従
の
礼
を
強
制
し
、
咸
宜
園
主
と
し
て
の
自
主
性
を
も
奪
い
去
ら
ん
と
す
る
塩
谷
大
四
郎

に
対
し
、
「
明
府
ノ
人
ト
ナ
リ
。
羽
倉
一
二
河
口
諸
公
卜
同
シ
カ
ラ
ス
。
予
力
不
オ
ナ
ル
。
必
罪
ヲ
獲
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ト
。
」
危
憫
の
念
を

(
6
)
 

抱
い
て
い
た
。
伸
平
も
久
兵
衛
の
家
瞥
の
も
と
で
、
「
官
府
の
事
繁
く
し
て
」
家
を
明
け
る
こ
と
の
多
か
っ
た
久
兵
衛
を
助
け
て
経
営
を

司
っ
た
経
験
か
ら
同
じ
危
濯
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
外
ノ
産
業
」
の
な
い
当
家
と
し
て
は
「
官
府
二
事
フ
ル
」
以
外
に
道

は
な
い
と
し
て
、
敢
て
難
事
業
に
飛
込
ん
で
い
っ
た
と
こ
ろ
に
久
兵
衛
の
積
極
的
な
経
営
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は

(
7
)
 

代
官
に
対
し
て
「
精
勤
同
列
に
抜
」
ん
ず
る
こ
と
で
経
営
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
父
三
郎
右
衛
門
の
教
え
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
融
通
講
の
創
始
も
あ
っ
て
、
文
政
―
―
-
（
一
八
二
九
）
年
正
月
の
店
卸
し
で
総
資
産
を
初
め
て
二

0
0貫
台
に
の
せ
、
翌

年
に
は
自
己
資
本
を
大
巾
に
増
加
せ
し
め
た
。

そ
の
翌
年
に
は
前
述
の
よ
う
に
「
積
書
」
の
書
式
を
整
備
し
て
い
て
、
経
営
史
の
上
で
一

そ
し
て
、
久
兵
衛
は
家
習
を
司
る
こ
と
一
五
年
、
天
保
元
(
-
八
三

0
)
年
五
月
、

兵
衛
の
従
兄
弟
久
三
郎
の
男
）
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
久
兵
衛
の
隠
居
に
つ
い
て
、

四
一
方
に
し
て
当
年
一
六
オ
の
義
子
源
兵
衛
（
久

「
広
瀬
家
議
」
は
次
の
よ
う
に

「
此
年
嘉
貞
（
筆
者
註
ー
久
兵
衛
）
退
隠
し
て
家
を
貞
信
（
筆
者
註
ー
源
兵
衛
）
に
伝
う
。
諸
方
用
達
と
。
堀
田
中
城
両
村
の
庄
官
た
る
事
は

元
の
如
し
。
（
略
）
初
嘉
貞
家
を
先
考
（
筆
者
註
ー
父
三
郎
右
衛
門
）
に
伝
り
し
よ
り
。
官
府
の
事
繁
く
し
て
。
家
事
は
多
は
保
長
（
筆
者
註

ー
弟
三
右
衛
門
）
が
労
に
よ
れ
り
。
嘉
貞
男
子
な
き
を
以
。
家
を
保
長
に
伝
へ
ん
と
す
。
保
長
堅
く
辞
し
て
受
す
。
終
に
祖
謀
り
て
貞
信

を
嗣
と
し
。
其
身
は
別
居
せ
り
。
」

ど
う
や
ら
久
兵
衛
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
呉
崎
新
田
を
ほ
ば
成
就
せ
し
め
て
お
り
、
以
後
積
極
的
に
大
名
財
政
と
か
か
わ
り
合
い
を
持
つ

た
め
に
、
本
家
の
家
督
を
譲
ろ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
家
督
を
譲
っ
た
後
も
、
経
営
の
実
権
は
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
死

(
8
)
 

去
す
る
ま
で
久
兵
衛
が
握
っ
て
い
た
3

記
し
て
い
る
。

つ
の
両
期
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
瀬
家
の
経
営
の
主
要
な
柱
の
―
つ
に
在
町
貸
が
あ
り
、
そ
れ
が
僅
か
で
は
あ
る
が
大
名
貨
し
を
上
回
っ
て
い
た

と
い
う
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
炉
で
き
な
い
。
広
瀬
家
の
経
営
が
大
名
貸
へ
紡
化
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、

市
場
の
狭
さ
、

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
覇
家
の
経
営

め
よ
う
か
。

実
際
、
天
保
二
(
-
八
三
一
）
年
、
久
兵
衛
は
田
代
の
肌
山
一
件
の
借
財
整
理
を
引
受
け
、
そ
の
翌
年
に
は
府
内
藩
へ
の
栢
極
的
貸
附

け
を
始
め
た
。
そ
し
て
同
一
三
(
-
八
四
一
一
）
年
に
府
内
藩
の
銀
札
場
・
筵
会
所
の
経
営
引
受
け
、
弘
化
一
1

一
(
-
八
四
六
）
年
に
は
田
代

の
銀
会
所
引
受
け
、
嘉
永
五
(
-
八
五
二
）
年
よ
り
同
生
蠍
会
所
引
受
け
、
ま
た
そ
の
間
に
福
岡
藩
の
財
政
改
革
に
タ
ッ
チ
す
る
な
ど
、

久
兵
衛
の
活
動
は
目
覚
ま
し
い
。

以
上
の
よ
う
な
特
権
阿
人
的
経
営
の
重
要
な
前
提
の
―
つ
に
掛
屋
へ
の
就
任
が
あ
る
。
掛
屋
の
本
来
の
業
務
は
年
貢
銀
の
頂
り
・
出
納

で
あ
る
。
広
瀬
家
は
日
田
・
直
入
・
下
毛
三
郡
の
年
貢
銀
を
取
扱
っ
た
。
そ
の
利
益

(11掛
改
竺
）
は
弘
化
ー
嘉
永
の
平
均
で
七
一
匁
余
で

し
か
な
い
。
掛
屋
本
来
の
業
務
に
よ
る
収
益
は
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
広
瀬
家
の
経
営
資
金
の
大
き
な
部
分
が
役
所
公
金
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
し
て
久
兵
衛
の
祈
田
開
発
は
代
官
の
計
両
で
あ
り
、

大
名
経
済
へ
の
干
与
も
掛
屋
と
し
て
の
地
位
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
ぎ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
9
)
 

こ
れ
に
対
し
、
同
じ
く
喜
末
に
掛
屋
を
つ
と
め
た
三
印
鍋
屋
甚
左
衛
門
は
元
治
元
(
-
八
六
四
）
年
に
掛
屋
の
辞
任
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
理
由
を
「
下
代
共
死
去
又
は
暇
を
取
何
分
掛
屋
勤
候
儀
手
廻
り
兼
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
表
面
的
な
理
由
で
あ
る
。
三
印
は
寛

政
四
（
一
七
九
二
）
年
、
◎
旧
か
ら
分
立
し
て
以
来
在
町
へ
の
貸
附
け
に
経
営
の
的
を
絞
っ
て
お
り
、
武
士
経
済
と
の
結
び
つ
き
は
少
な

か
っ
た
の
で
掛
屋
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
掛
屋
本
来
の
収
入
は
少
な
い
し
、
そ
の
為
に

代
官
所
に
出
入
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ロ
ス
を
考
え
る
と
、
年
々
―
―
1
0
両
（
銀
一
貫
九
―

1
0
匁
、
広
瀬
家
の
掛
改
臼
の
三
倍
弱
に
当
る
）
を
出
し
て

も
収
支
相
つ
ぐ
な
う
と
見
て
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
掛
屋
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
な
ら
ば
、
下
代
共
か
死
ん
だ
位
で
ど
う
し
て
掛
屋
を
や

つ
ま
り
、

こ
れ
以
上
の
大
名
相
手
の
商
売
に
は
妙
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
―
つ
に
は
、
広
顧
家
の
も
つ

―
つ
に
は
九
州
の
大
名
金
融
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「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

在
地
性
で
あ
る
。
日
田
は
三
都
や
城
下
町
と
異
な
っ
て
、
元
来
幾
村
的
性
格
の
強
い
小
都
市
で
あ
る
。
そ
の
巾
で
の
日
田
商
人
達
の
経
営

は
曲
唇
村
相
手
の
仲
買
的
経
営
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
制
約
の
も
と
で
成
長
し
た
日
田
商
人
達
は
、
仲
買
的
性
格
を
捨
て
器
れ

な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
を
捨
て
て
は
成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

日
田
商
人
達
は
1

豆
田
町
よ
り
そ
の
よ
う
な
性
格

を
強
く
も
つ
隈
町
の
商
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
広
源
家
で
す
ら
_
—
ー
片
足
以
上
を
農
村
に
定
着
さ
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

〔
補
論
〕

高
利
貸
経
営
は
常
に
貸
金
の
焦
付
き
の
危
険
性
が
伴
う
。
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
、
自
己
資
本
が
三
五
貫
減
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
の
は
「
貸
銀
手
当
二
不
相
成
」
分
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
文
政
三
(
-
八
―

1
0
)
年
に
は
「
卯
年
巾
米
相
場
銀
相
場
貸

銀
等
ロ
ミ
凡
銀
五
貫
目
余
損
失
」
、
天
保
八
(
-
八
三
七
）
年
に
は
「
去
冬
已
来
之
凶
作
二
付
郡
方
貸
品
位
悪
敷
相
成
」
、
そ
の
翌
年
に
は

「
郡
方
貸
之
分
一
割
減
」
と
焦
付
き
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

て
、
安
政
元
(
-
八
五
四
）
年
に
は
全
く
資
産
か
ら
除
外
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
同
一

0
(
一
八
三
九
）
年
よ
り
「
村
方
貸
」

広
類
家
に

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
し
て
、
天
保
六
(
-
八
三
五
）
年
よ
り
「
非
常
備
銀
」
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
「
臨
時
入
用
二
可
相
用
」
と

し
た
。
同
一
―
（
一
八
四

0
)
年
以
降
金
額
も
増
加
さ
れ
、
資
産
内
に
繰
入
れ
ら
れ
た
。
金
額
は
当
初
一
一
貫
六
五

0
目
で
出
発
し
た
が
、

武
士
貸
し
は
利
益
が
大
き
い
反
面
危
険
性
も
大
き
か
っ
た
。
天
保
九
(
-
八
四

0
)
年
の
「
店
卸
莫
大
之
減
高
」
の
％
は
柳
生
様
貸
滞

(10) 

三
四
貫
余
と
府
内
貸
利
銀
滞
八
貫
余
で
あ
っ
た
。
器
末
に
な
る
と
永
納
強
制
が
ふ
え
る
（
表
4
)
。
幕
府
・
大
名
へ
の
永
納
は
金
一
万
七

千
両
余
（
銀
に
し
て
約
―
―
ニ
―
1

一
貫
）
と
な
り
、
明
治
元
(
-
八
六
八
）
年
の
自
己
資
本
額
四
一
一
五
貫
の
一
一
・
六
倍
を
超
え
る
。

と
っ
て
は
莫
大
な
金
頷
で
あ
る
。
と
く
に
、
安
政
六
(
-
八
五
九
）
年
正
月
田
代
銀
会
所
崩
れ
で
六
五

0
両
、
同
七
月
袖
岡
藩
調
達
金
元

安
政
末
に
は
四
〇
貫
台
、
慶
応
年
間
で
は
五
〇
貫
台
と
な
っ
た
。

で
あ
る
。

の
評
価
額
を
下
げ
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1

1

一
千
両
隠
居
手
元
み
出
金
二
相
成
半
方
三
千
両
当
申
正
月
店
卸
ぷ
相
減
候
間
以
後
暮
方
出
来
兼
可
申
甚
心
痛
之
事
共
二
付
家
内
申
合
質

素
倹
約
可
致
処
未
八
百
両
余
相
残
其
末
当
申
正
月
九
日
銀
会
所
及
崩
同
御
役
筋
必
無
鉢
之
相
談
而
巳
二
而
同
所
御
手
代
役
中
移
り
代
り

入
来
長
逗
留
且
銀
会
所
詰
方
牲
返
等
物
入
不
絶
無
限
心
痛
隠
居
は
府
内
二
而
越
年
彼
是
心
配
続
二
而
店
卸
正
月
定
日
取
掛
置
候
得
共
仕

詰
出
来
兼
漸
五
月
二
日
通
計
苫
終
候
義
二
而
家
族
共
山
合
相
慎
可
申
事

申
五
月
一
一
日
認

因
み
に
大
名
貸
し
の
行
方
を
追
っ
て
み
る
と
、
明
治
七
(
-
八
七
四
）
年
旧
諸
藩
調
達
減
が
七
、

「
積
書
」
よ
り
見
た
広
源
家
の
経
営

表 4
 

永

政

嘉

安
，
 

金 ! 1,000両

200 

1,500 

199 

500 

250 

650 

7,458 

200 

400 

120 

650 

500 

100 

400 

142 

1,000 

900 

80 

1,000 

200 

100 

額 対 象

万延

文久

元治

慶応

明治

3

3

 

~

～

~

 

3

2

3

4

4

5

6

6

1

1

1

2

3

1

1

1

1

1

1

2

3

2

-

.

 

,
1
 

合
ロ

対馬

悪府

福岡

久留米

森

柳JII 

田代

福岡

秋月

幕府（軍用金）

森

対馬
II 

幕府（非常備）

小倉（長征軍費）
II 

竹田

幕府（御進発用途）

” （大砲用途）
（軍艦買上用途）

（制勝組用途）
” 
” 
森

17,549 

（
万
延
元
年
「
積
書
」
）

―
―
―
―
―
円
―
―
―
七
銭
五
厘
あ
り
、
同
八

源

兵

衛

四

十

六

歳

」

取
身
上
ハ
六
千
両
無
之
二
付
半
方

拝
借
被
仰
付
父
子
共
十
一
月
ぷ
引

金
二
千
両
無
利
足
年
賦
返
納
二
而

よ
う
で
あ
る
。

「
去
未
年
之
義
は
七
月
中
福
岡
表
必

兼
ミ
之
調
達
金
御
悩
之
御
相
談
有

之
九
月
か
父
子
共
出
福
種
ミ
難
立

五
百
両
程
之
分
全
永
納
二
相
成
御

扶
持
方
三
十
七
人
被
下
置
猶
又
正

候
得
共
詮
候
処
調
達
元
利
金
七
千

た
時
は
大
吾
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

利
七
五

0
0
両
を
永
納
せ
し
め
ら
れ
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註
(
1
)

「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
十
六
゜

(
2
)
勝
目
忍
「
近
世
に
お
け
る
日
田
・
玖
珠
川
の
舟
運
ー
山
間
盆
地
、

巻
第
四
号
）

(
3
)
豊
後
国
国
東
郡
呉
綺
新
田
の
開
発
計
画
。
文
政
―
二
年
秋
完
成
。
反
別
約
三
五

0
町
歩
。

(
4
)

「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
一
一
十
五

(
5
)
右
周
巻
―
-
+

(
6
)

（7
)

「
広
瀬
家
譜
」

(
8
)
天
保
一
一
年
「
積
書
」
は
久
兵
衛
名
義
で
あ
り
、
同
三
年
以
降
も
久
兵
衛
・
源
兵
衛
連
名
で
あ
る
。

(
9
)

「
一
掛
屋
相
勤
候
儀
指
て
利
益
と
申
儀
無
御
座
候
且
村
役
人
と
違
役
威
有
之
二
も
無
御
座
恐
多
申
上
訳
二
御
座
候
得
共
一
ケ
年
掛
役
賃
銀
と

申
候
而
も
輝
之
事
二
而
大
坂
掛
届
杯
と
違
内
実
相
好
候
而
勤
候
も
の
ハ
無
御
座
候
（
略
）
甚
左
衛
門
儀
掛
屋
共
之
内
二
而
も
役
儀
相
勤
侯

事
近
来
二
御
座
侯
処
先
年
来
同
人
召
遣
ひ
之
下
人
共
死
去
又
は
暇
を
取
何
分
掛
屋
勤
侯
儀
手
廻
り
兼
侯
二
付
外
三
人
之
内
江
引
請
呉
候
様

真

実

願

出

申

候

引

請

候

ハ

ヽ

甚

左

衛

門

が

年

々

金

参

拾

両

宛

可

差

出

旨

申

出

（

略

）

」

（
「
永
山
布
政
史
料
」
下
巻
所
収
千
原
与
一
文
書
、
元
治
元
年
「
掛
屋
取
斗
振
控
」
）

別
稿
「
日
田
商
人
森
家
の
経
営
」
で
、
甚
左
衛
門
を
⑮
鍋
屋
の
当
主
と
し
た
の
は
筆
者
の
誤
認
で
あ
っ
た
。

あ
る
。

そ
の
一
五
％
し
か
計
上
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
七

四
）
年
の
店
卸
し
は
マ
イ
ナ
ス
―
-
、

0
五
一
円
一
一
六
銭
四
厘
で
、
同
八
(
-
八
七
五
）
年
は
「
二
月
例
之
通
店
卸
取
調
掛
り
候
得
共
取

引
勘
定
詰
難
相
決
口
有
之
仕
詰
出
来
兼
終
二
本
年
十
二
月
五
日
頃
店
卸
出
来
」
の
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
困
惑
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
る
の
で

二
、
二
六

0
円
七

0
銭
は
無
利
子
、

五

0
か
年
賦
で
、

「
禎
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

（
一
八
七
五
）
年
旧
厳
原
•
岡
·
福
岡
一
二
藩
調
達
消
却
分
―
一
、
三
七
五
円
新
公
債
証
書
が
下
附
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
年
四
％
の
低
利
で

あ
っ
て
広
瀬
家
と
し
て
も
そ
の
五

0
％
し
か
資
産
に
計
上
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
旧
公
債
証
（
旧
厳
原
・
秋
月
・
豊
津
三
藩
浬
却
分
）

（
「
人
文
地
理
」
第
十
一

（
遠
藤
正
男
前
掲
書
後
篇
第
四
章
第
三
節
）

渓
谷
地
域
に
お
け
る
舟
運
の
開
発
と
背
城
関
係
」

（
一
八
七
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「
積
書
」
よ
り
見
た
広
瀬
家
の
経
営

(10)
天
保
九
年
秋
、
久
兵
衛
は
金
主
を
代
表
し
て
大
坂
に
訴
え
出
た
（
「
懐
旧
楼
筆
記
」
巻
四
十
）
。

か
つ
て
筆
者
は
⑯
印
森
家
の
経
営
の
分
析
の
巾
で
、

（
代
表
者

そ
の
特
権
的
性
格
の
強
弱
に
よ
っ
て
二
つ
の
八
日

133金
＞
を
仮
定
し
た
。
今
回
、

広
瀬
家
の
経
営
の
考
察
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
証
し
得
た
よ
う
に
思
う
。

二
つ
の
八
日
田
金
＞
の
一
は
、
特
権
的
な
性
格
の
強
い
タ
イ
プ
で
広
瀕
・
千
原
家
が
こ
れ
に
属
す
る
。
遠
籐
氏
に
よ
っ
て
定
説
化
さ
れ

•
森
（
鍋
屋
）
家
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
前

た
い
わ
ゆ
る
八
日
田
金
＞
は
こ
れ
で
あ
る
。
他
は
特
権
性
の
微
弱
な
タ
イ
。
フ
で
山
田
（
京
屋
）

者
は
豆
田
町
に
、
後
者
は
隈
町
に
属
す
る
。
豆
田
町
は
代
官
役
所
の
膝
下
の
町
で
よ
り
城
下
町
的
性
格
を
も
っ
た
町
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
隈
町
は
玖
珠
川
に
臨
み
、
地
迎
的
に
玖
珠
川
・
大
山
川
流
域
の
後
背
地
を
も
つ
、
よ
り
在
町
的
性
格
を
有
す
る
。
と
く
に
文
政
八
年
の

玖
珠
川
水
逓
の
開
始
は
豆
田
町
を
商
品
流
通
の
幹
線
か
ら
決
定
的
に
遠
ざ
け
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
豆
田
町
の
代
官
の
膝
下
と
い
う
政
治
史
的
性
格
と
流
通
の
幹
線
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
経
済
史
的
性
格
が
、
そ

こ
に
よ
り
特
権
的
な
八
日
田
金
＞
を
成
長
せ
し
め
た
の
で
あ
り
、
久
兵
衛
の
経
営
観
も
そ
の
よ
う
な
腿
史
的
条
件
の
下
で
成
立
し
た
と
云

え
よ
う
。

〔
付
記
〗
本
稿
は
附
和
四
一1
-
•四
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
「
近
世
日
田
と
そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
的
研
究
」

杉
本
敷
）
の
成
果
の
―
つ
で
あ
る
。

お

わ

り

I
 

J
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